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岩
崎 

純
一 

著 

  

『
岩
崎
純
一
全
集
』 

第
二
巻
「
序
説
、
総
記
（
二
）」 

 

岩
崎
純
一
（
著
者
、
総
合
編
纂
者
）、
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
及
び
『
岩
崎
純
一
全

集
』
編
纂
局
に
関
す
る
序
説 

 
編
纂
、
監
修 

 

岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
『
岩
崎
純
一
全
集
』
編
纂
局
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巻
頭
言 

  

本
巻
は
、『
岩
崎
純
一
全
集
』
の
第
二
巻
を
成
し
、
著
者
及
び
総
合
編
纂
者
た

る
岩
崎
純
一
と
、
そ
の
学
術
活
動
の
精
神
的
・
地
理
的
本
拠
た
る
岩
崎
純
一
学

術
研
究
所
及
び
『
全
集
』
編
纂
局
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

目
次 

 

巻
頭
言 

 

第
一
編 

岩
崎
純
一
及
び
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
（IJ

A
I

）
に
つ
い
て
の
解

説 

第
一
部 

岩
崎
純
一
及
びIJ

A
I

の
定
義
、
及
び
、
岩
崎
純
一
の
物
権
、
所

有
権
、
知
的
財
産
権
、
著
作
権
、
著
作
者
人
格
権
、
著
作
隣
接

権
等
の
譲
渡
部
分
を
除
く
全
権
の
保
持
の
確
認 

第
二
部 

岩
崎
純
一
及
びIJ

A
I

の
連
絡
先
、
メ
ー
ル
等 

 

第
一
章 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

 

第
二
章 

手
紙
等
（
直
筆
・
紙
媒
体
の
も
の
）
や
物
品
の
郵
送
等
の
場

合 

第
三
部 

IJ
A

I

の
所
員
の
リ
ス
ト 

 

第
一
章 

岩
崎
の
活
動
全
般
及
び
岩
崎
自
身
が
主
宰
し
た
旧
学
術
サ
ー

ク
ル
（
現
在
は

IJ
A

I

の
内
部
組
織
へ
移
行
）
を
引
き
継
ぐ

IJ
A

I

の
構
成
員 

 

第
二
章 

岩
崎
以
外
の
者
が
立
ち
上
げ
た
岩
崎
関
連
サ
ー
ク
ル
（IJ

A
I

の
外
部
組
織
）
に
関
わ
るIJ

A
I

の
構
成
員 

第
三
章 

そ
の
他
の
現
在
のIJ

A
I

の
構
成
員 

第
四
部 

IJ
A

I

第
二
局
（
『
岩
崎
純
一
全
集
』
編
纂
局
）
第
一
部
の
優
越

性
と
特
筆
性 

第
二
編 

岩
崎
純
一
及
び
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
（IJ

A
I

）
の
所
員
構
成
と

組
織 

 
 

第
一
部 

登
用
方
法 

 
 

第
二
部 

登
用
さ
れ
る
者 

 
 

第
三
部 

登
用
さ
れ
な
い
者 

 
 
 

第
一
章 

登
用
さ
れ
な
い
者 

 
 
 

第
二
章 

イ
エ
ロ
ー
リ
ス
ト
、
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト 

第
四
部 

例
外
条
件 

 
 

第
五
部 

特
殊
協
力
者
の
登
用 

 
 
 

第
一
章 

精
神
に
障
害
を
有
す
る
者 

 
 
 

第
二
章 

身
体
に
障
害
を
有
す
る
者 

 
 
 

第
三
章 

一
般
国
民
生
活
と
は
異
な
る
言
語
・
文
字
体
系
、
暦
法
、
度

量
衡
、
慣
習
、
住
居
等
に
よ
っ
て
生
活
す
る
者
（
巫
女
等
） 

第
六
部 

岩
崎
純
一
と
協
力
者
等
、
協
力
要
請
者
等
、
利
用
者
等
と
の
権

限
の
関
係
図 

第
七
部 

IJ
A

I

の
組
織
図 

第
八
部 

女
性
ス
タ
ッ
フ
の
権
限
及
び
女
性
局
、
女
性
部
、
女
性
班
、
女

性
係
の
設
置
と
そ
の
権
限
、
及
び
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
登
用 

第
九
部 

海
外
か
ら
の
協
力
、
参
加 

第
十
部 

規
約
（
定
款
・
細
則
・
規
程
等
） 
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第
三
編 

「
岩
崎
純
一
総
合
ア
ー
カ
イ
ブ
」（IJ

C
A

）
及
び 

 
 
 
 
 

『
岩
崎
純
一
全
集
』
（IJ

C
W

）
の
編
纂
、
監
修
、
管
理 

第
四
編 

「
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
」
（IJ

A
I

）
の
運
営 

第
五
編 
「
岩
崎
式
十
進
分
類
法
」（IJ

D
C

）
の
管
理 

第
六
編 

IJ
C

A

及
びIJ

C
W

の
提
供
活
動 

第
一
部 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
運
営
及
び
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
の
提
供 

 

第
一
章 

概
要 

 

第
二
章 

二
〇
一
六
年
ま
で
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

 
 

第
一
節 

ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト 

 
 

第
二
節 

サ
イ
ト
の
メ
ニ
ュ
ー 

 

第
三
章 

二
〇
一
七
年
始
か
ら
年
末
ま
で
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

 
 

第
一
節 

ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト 

 
 

第
二
節 

サ
イ
ト
の
全
メ
ニ
ュ
ー
一
覧
（
日
本
語
版
） 

 
 

第
三
節 

サ
イ
ト
の
全
メ
ニ
ュ
ー
一
覧
（
英
語
版
） 

 
 

第
四
節 

サ
イ
ト
の
全
メ
ニ
ュ
ー
一
覧
（
中
国
語
版
） 

 
 

第
五
節 

サ
イ
ト
の
全
メ
ニ
ュ
ー
一
覧
（
韓
国
語
版
） 

 

第
四
章 

二
〇
一
八
年
始
か
ら
六
月
末
ま
で
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

 
 

第
一
節 

ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト 

 
 

第
二
節 

サ
イ
ト
の
全
メ
ニ
ュ
ー
一
覧 

 
 
 

第
五
章 

二
〇
一
八
年
七
月
一
日
以
降
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

 
 

第
一
節 

ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト 

 
 

第
二
節 

サ
イ
ト
の
全
メ
ニ
ュ
ー
一
覧 

 
 
 

第
六
章 

ブ
ロ
グ 

 
 
 

第
七
章 

二
〇
二
一
年
九
月
一
日
以
降
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

 
 
 
 

第
一
節 

ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト 

 
 
 
 

第
二
節 

サ
イ
ト
の
全
メ
ニ
ュ
ー
一
覧 

 
 
 

第
八
章 

二
〇
二
四
年
一
月
二
十
五
日
以
降
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

 
 
 
 

第
一
節 

ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト 

 
 
 
 

第
二
節 

サ
イ
ト
の
全
メ
ニ
ュ
ー
一
覧 

第
九
章 

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
、
サ
ー
ビ
ス
（S

N
S

）

等 

第
二
部 

閲
覧
室
の
運
営
及
び
閲
覧
室
で
の
提
供 

 
 

第
三
部 

書
籍
、
学
術
誌
、
論
文
集
で
の
提
供 

 
 

第
四
部 

外
部
リ
ポ
ジ
ト
リ
で
の
提
供 

 
 

第
五
部 

IJ
C

A

・IJ
C

W

へ
の
自
作
の
収
録
の
要
望 

 

第
七
編 

岩
崎
純
一
の
外
部
活
動
（
講
義
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
等
） 

第
八
編 

法
令
に
基
づ
く
表
示 

 

第
九
編 

個
別
の
活
動
と
そ
れ
ら
の
組
織
化
の
歴
史 

第
一
部 

個
別
の
活
動
に
係
る
各
関
係
者
向
け
の
内
部
規
程
ま
た
は
注

意
・
留
意
・
表
記
事
項
の
策
定
及
び
そ
の
内
容 

第
二
部 

二
〇
一
一
年
時
点
の
勉
強
会
の
招
集
の
例 

第
三
部 

二
〇
一
二
年
十
月
時
点
の
共
感
覚
を
め
ぐ
る
活
動
体
制 

第
四
部 

二
〇
一
三
年
四
月
時
点
の
学
術
サ
ー
ク
ル
の
活
動
体
制 

第
五
部 

IJ
D

C

体
制
直
前
ま
で
の
学
術
サ
ー
ク
ル
の
活
動
体
制
： 

岩
崎
純
一
の
個
人
交
流
会
・
勉
強
会
（
二
〇
一
一
年
四
月
二
十

五
日
よ
り
設
置
）
及
び
附
属
・
派
生
サ
ー
ク
ル
（
定
款
上
の
旧
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分
科
会
に
相
当
） 

 

第
一
章 

開
催
概
要 

 
第
二
章 

交
流
・
勉
強
内
容 

 
第
三
章 

ご
参
加
条
件 

 

第
四
章 
開
催
場
所 

 

第
五
章 
会
員
制
度
の
導
入
（
二
〇
一
五
年
七
月
末
か
ら
） 

第
六
章 

規
約
（
定
款
・
細
則
・
規
程
等
） 

 

第
七
章 

役
員
名
簿
・
会
員
情
報
（
全
会
員
数
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
会
員
数
、

構
成
） 

 

第
八
章 

全
会
員
を
一
斉
に
集
め
な
い
理
由
（
私
の
ポ
リ
シ
ー
や
ス
タ

イ
ル
と
、
少
人
数
制
・
分
野
別
選
抜
制
と
の
兼
ね
合
い
） 

 

第
九
章 

最
初
か
ら
私
（
岩
崎
）
と
一
対
一
で
の
面
会
・
対
談
を
ご
希

望
さ
れ
る
場
合 

 

第
十
章 

開
催
方
式
（
優
先
事
項
、
順
番
待
ち
の
仕
方
な
ど
） 

 

第
十
一
章 

ご
参
加
方
法
（
入
会
申
込
と
入
会
許
可
書
） 

 

第
十
二
章 

会
員
名
簿
の
閲
覧
請
求
に
つ
い
て 

 

第
十
三
章 

活
動
資
金
の
ご
寄
付
・
ご
支
援
を
希
望
さ
れ
る
方
へ 

 

第
十
四
章 

附
属
・
派
生
サ
ー
ク
ル
一
覧
（
定
款
上
の
分
科
部
局
に
相

当
） 

第
六
部 

岩
崎
以
外
の
皆
様
が
立
ち
上
げ
て
下
さ
っ
た
勉
強
会
の
活
動
体

制
（
女
性
グ
ル
ー
プ
及
び
女
性
専
用
施
設
） 

 

第
一
章 

概
要 

 

第
二
章 

活
動
場
所 

 

第
三
章 

こ
れ
ま
で
の
活
動
記
録 

第
七
部 

IJ
D

C

体
制
直
前
ま
で
の
部
班
制
移
行
計
画 

（
女
性
グ
ル
ー
プ
側
及
び
女
性
専
用
施
設
側
か
ら
の
提
案
に
譲

歩
し
た
部
班
制
へ
の
改
組
計
画
） 

 
 
 

第
一
章 

概
要 

 
 
 

第
二
章 

部
班
制
の
編
制 

 
 

第
八
部 

岩
崎
純
一
関
連
学
術
グ
ル
ー
プ
・
サ
ー
ク
ル
の
変
遷
表 

第
九
部 

よ
く
あ
る
ご
質
問
と
回
答 
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二
〇
一
二
年
十
月
十
三
日 

起
筆 

 
二
〇
一
五
年
五
月
十
三
日 

改
定 

 

二
〇
一
六
年
二
月
十
七
日 

改
定 

 

二
〇
一
六
年
二
月
二
十
一
日 

公
開 

二
〇
一
七
年
三
月
二
十
六
日 

改
定 

二
〇
一
七
年
九
月
二
十
三
日 

改
定 

 

二
〇
一
八
年
四
月
十
五
日 

改
定 

 

二
〇
一
八
年
八
月
十
五
日 
改
定 

 

二
〇
一
八
年
十
二
月
九
日 
改
定 

 

二
〇
一
九
年
十
月
十
四
日 

最
終
改
定 

  

第
一
編 

岩
崎
純
一
及
び
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
（IJ

A
I

）
に
つ
い
て
の
解
説 

  
 

第
一
部 

岩
崎
純
一
及
びIJ

A
I

の
定
義
、
及
び
、
岩
崎
純
一
の
物
権
、
所

有
権
、
知
的
財
産
権
、
著
作
権
、
著
作
者
人
格
権
、
著
作
隣
接
権

等
の
譲
渡
部
分
を
除
く
全
権
の
保
持
の
確
認 

  

岩
崎
純
一
は
、「
岩
崎
純
一
総
合
ア
ー
カ
イ
ブ
」（IJ

C
A

）
に
含
ま
れ
る
多
く

の
製
作
物
の
製
作
者
ま
た
は
著
作
物
の
著
作
者
で
あ
り
、
『
岩
崎
純
一
全
集
』

（IJ
C

W

）
に
含
ま
れ
る
ほ
ぼ
全
て
の
製
作
物
の
製
作
者
ま
た
は
著
作
物
の
著
作

者
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
総
合
編
纂
者
、
総
合
監
修
者
で
あ
り
、「
岩
崎
式
十
進
分

類
法
」（IJ

D
C

）
の
考
案
者
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
編
集
、
編
纂
、
監
修
、
管
理
、

公
開
等
及
び
こ
れ
ら
に
関
連
ま
た
は
付
随
す
る
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
行
う
個
人
で

あ
る
。 

ま
た
、「
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
」（IJ

A
I

）
は
、IJ

C
A

及
び

IJ
C

W

の
編

纂
・
監
修
・
管
理
等
を
担
い
、IJ

D
C

の
管
理
等
を
行
う
非
法
人
の
団
体
の
屋
号

で
あ
り
、
ま
た
、
岩
崎
が
一
部
の
学
術
活
動
を
行
う
際
の
屋
号
で
あ
り
、
岩
崎

純
一
を
所
長
と
し
、
複
数
の
学
術
団
体
（
非
法
人
で
、
権
利
能
力
な
き
社
団
ま

た
は
民
法
上
の
組
合
と
解
さ
れ
る
も
の
）
を
そ
の
中
に
置
く
。 

 
IJ

C
A

及
び

IJ
C

W

に
含
ま
れ
る
岩
崎
純
一
の
製
作
物
に
つ
い
て
、
そ
の
物

権
、
所
有
権
等
は
、
譲
渡
部
分
を
除
く
全
部
を
岩
崎
純
一
が
保
持
す
る
。
ま
た
、

IJ
C

A

及
び

IJ
C

W

に
含
ま
れ
る
岩
崎
純
一
の
著
作
物
に
つ
い
て
、
そ
の
知
的

財
産
権
、
著
作
権
、
著
作
者
人
格
権
、
著
作
隣
接
権
等
は
、
譲
渡
部
分
を
除
く

全
部
を
岩
崎
純
一
が
保
持
す
る
。IJ

A
I

は
、
こ
れ
ら
岩
崎
純
一
の
著
作
物
の
著

作
権
等
の
管
理
を
も
行
う
。 

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
岩
崎
の
日
々
の
研
究
・
学
術
・
芸
術
・
講
義
・
講
話
等

を
網
羅
的
に
扱
っ
た
総
合
学
術
活
動
で
あ
る
。「
岩
崎
に
関
係
の
あ
る
あ
ら
ゆ
る

物
事
が
集
め
ら
れ
た
大
庭
園
」
と
形
容
し
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
好
き

な
箇
所
か
ら
ご
自
由
に
、
ご
ゆ
っ
く
り
と
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
活
動
へ
の
協
力
者
・
参
加
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
たIJ

C
A

・IJ
C

W

の
編
纂
者
は
、
他
に
職
（
雇
用
形
態
を
問
わ
ず
）
を
持
ち
な
が
ら
、
休
日
等
の

時
間
に
お
い
て
同
活
動
に
、
学
術
的
趣
味
を
動
機
と
し
て
有
償
ま
た
は
無
償
で

協
力
・
参
加
す
る
有
志
の
者
で
あ
る
。 
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利
用
者
、 

情
報
提
供
者 

相
談
者 

協
力
要
請
者
、 

研
究
者
、 

実
験
実
施
者
、 

出
版
者 

岩
崎
純
一
（IJ

A
I

、IJ
C

A

、IJ
C

W
、IJ

D
C

の
全
権
保
持
者
）、 

幹
部
ス
タ
ッ
フ 

協
力
者
、 

参
加
者 

 

      

 
 
↓

協
力
、
参
加 

 
↓

協
力
要
請
、
研
究
、
実
験
等 

 
↓

利
用
、
情
報
提
供
等 

 
 
↑

受
入
、
登
用 

 
↑

協
力
、
参
加
、
権
利
譲
渡
等 

 
↑

回
答
、
権
利
情
報
等 

    

    

《
上
：
旧
ロ
ゴ
マ
ー
ク
、
下
：
現
ロ
ゴ
マ
ー

ク
》 

    

 

第
二
部 

岩
崎
純
一
及
びIJ

A
I

の
連
絡
先
、
メ
ー
ル
等 

 

第
一
章 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

  

第
一
巻
に
ま
と
め
て
記
し
た
。 

 

第
二
章 

手
紙
等
（
直
筆
・
紙
媒
体
の
も
の
）
や
物
品
の
郵
送
等
の
場
合 

  

第
一
巻
に
ま
と
め
て
記
し
た
。 

 

第
三
部 

IJ
A

I

の
所
員
の
リ
ス
ト 

 

 

第
一
章 

岩
崎
の
活
動
全
般
及
び
岩
崎
自
身
が
主
宰
し
た
旧
学
術
サ
ー

ク
ル（
現
在
はIJ

A
I

の
内
部
組
織
へ
移
行
）を
引
き
継
ぐIJ

A
I

の
構
成
員 

  

閲
覧
希
望
者
は
個
別
に
岩
崎
ま
で
問
い
合
わ
せ
よ
。
ま
た
、
第
一
巻
の
各
活

動
年
表
も
見
よ
。 

 

 

第
二
章 

岩
崎
以
外
の
者
が
立
ち
上
げ
た
岩
崎
関
連
サ
ー
ク
ル
（IJ

A
I

の
外
部
組
織
）
に
関
わ
るIJ

A
I

の
構
成
員 
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閲
覧
希
望
者
は
個
別
に
岩
崎
ま
で
問
い
合
わ
せ
よ
。
ま
た
、
第
一
巻
の
各
活

動
年
表
も
見
よ
。 

 

 
第
三
章 

そ
の
他
の
現
在
のIJ

A
I

の
構
成
員 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

  

第
四
部 

IJ
A

I

第
二
局
（『
岩
崎
純
一
全
集
』
編
纂
局
）
第
一
部
の
優
越
性

と
特
筆
性 

  
IJ

A
I

第
二
局
は
、
『
岩
崎
純
一
全
集
』
（IJ

C
W

）
の
編
纂
担
当
部
門
と
し
て

設
置
・
運
営
さ
れ
、『
岩
崎
純
一
全
集
』（IJ

C
W

）
編
纂
局
の
特
称
を
有
し
、IJ

C
A

及
びIJ

A
I

の
全
活
動
の
中
心
を
成
す
。 

 

ま
た
、
中
で
も
第
二
局
第
一
部
は
、IJ

C
W

の
資
料
の
多
く
を
占
め
る
言
語

資
料
を
扱
う
部
局
と
し
て
、IJ

C
W

の
全
活
動
の
中
心
を
成
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

本
巻
で
解
説
す
る
各
種
の
旧
サ
ー
ク
ル
に
つ
い
て
、
あ
る
サ
ー
ク
ル
の
コ
ン
テ

ン
ツ
・
資
料
が
複
数
の
系
・
群
等
に
跨
が
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
サ
ー
ク

ル
の
本
部
機
能
は
第
二
局
第
一
部
が
有
す
る
も
の
と
す
る
。
例
え
ば
、
超
音
波

知
覚
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
東
京
の
資
料
は
、
言
語
資
料
が
【
2
系
1
群
（
主
に
5

類
3
綱
）
】
に
、
マ
ッ
プ
資
料
は
【
2
系
6
群
】
に
分
類
さ
れ
る
が
、
こ
の
サ

ー
ク
ル
の
本
部
機
能
は
、
第
二
局
第
一
部
第
五
班
第
三
係
、
す
な
わ
ち
、
科
学

技
術
第
一
班
第
三
係
が
有
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

但
し
、
そ
の
権
限
の
優
越
性
及
び
活
動
の
特
筆
性
は
、『
全
集
』
の
原
作
者
か

つ
総
合
編
纂
者
た
る
岩
崎
純
一
所
長
の
意
向
、
及
び
、
別
に
定
め
る
所
員
会
の

決
議
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
二
編 

岩
崎
純
一
及
び
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
（IJ

A
I

）
の
所
員
構
成
と
組

織 

  
 

第
一
部 

登
用
方
法 

  
IJ

A
I

所
員
は
、
第
三
巻
に
定
め
る
協
力
者
、
参
加
者
よ
り
、
岩
崎
が
登
用
し

た
者
で
あ
る
。 

岩
崎
純
一
及
びIJ

A
I

の
活
動
へ
の
協
力
者
、
参
加
者
の
登
用
は
、
別
途
定
め

る
協
力
者
及
び
参
加
者
の
登
用
方
法
に
よ
り
行
う
。 

  
 

第
二
部 

登
用
さ
れ
る
者 

  

岩
崎
純
一
は
、IJ

A
I

に
お
い
て
、
唯
一
の
代
表
者
で
あ
り
、
永
久
的
構
成
員

で
あ
る
。 

岩
崎
純
一
及
びIJ

A
I

の
活
動
へ
の
協
力
者
、
参
加
者
と
し
て
登
用
さ
れ
る
に

は
、
別
途
定
め
る
条
件
を
全
て
満
た
し
、
岩
崎
純
一
及
びIJ

A
I

の
許
可
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  
 

第
三
部 

登
用
さ
れ
な
い
者 
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第
一
章 

登
用
さ
れ
な
い
者 

  

岩
崎
純
一
及
びIJ

A
I

の
活
動
へ
の
協
力
者
、
参
加
者
と
し
て
登
用
さ
れ
な
い

者
と
し
て
別
途
定
め
る
者
は
、
協
力
者
、
参
加
者
と
し
て
認
め
な
い
。 

  
 
 

第
二
章 

イ
エ
ロ
ー
リ
ス
ト
、
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト 

  

第
五
巻
を
見
よ
。 

 

第
四
部 

例
外
条
件 

  

岩
崎
純
一
及
びIJ

A
I

の
活
動
へ
の
例
外
的
な
協
力
者
、
参
加
者
と
し
て
別
途

定
め
る
者
は
、
例
外
的
に
協
力
者
、
参
加
者
と
し
て
の
被
登
用
資
格
を
有
す
る
。 

  
 

第
五
部 

特
殊
協
力
者
の
登
用 

  
 
 

第
一
章 

精
神
に
障
害
を
有
す
る
者 

  

精
神
に
障
害
を
有
す
る
者
は
、
別
途
定
め
る
被
登
用
条
件
を
満
た
す
限
り
、

岩
崎
が
協
力
者
、
参
加
者
と
し
て
登
用
す
る
こ
と
が
あ
る
。 

  
 
 

第
二
章 

身
体
に
障
害
を
有
す
る
者 

  

身
体
に
障
害
を
有
す
る
者
は
、
別
途
定
め
る
被
登
用
条
件
を
満
た
す
限
り
、

岩
崎
が
協
力
者
、
参
加
者
と
し
て
登
用
す
る
こ
と
が
あ
る
。 

  
 
 

第
三
章 

一
般
国
民
生
活
と
は
異
な
る
言
語
・
文
字
体
系
、
暦
法
、
度
量

衡
、
慣
習
、
住
居
等
に
よ
っ
て
生
活
す
る
者
（
巫
女
等
） 

  

一
般
国
民
生
活
と
は
異
な
る
言
語
・
文
字
体
系
（
古
語
、
御
所
言
葉
、
巫
女

言
葉
等
）、
暦
法
、
度
量
衡
、
慣
習
、
住
居
等
に
よ
っ
て
生
活
す
る
者
（
巫
女
等
）

は
、
別
途
定
め
る
被
登
用
条
件
を
満
た
す
限
り
、
岩
崎
が
協
力
者
、
参
加
者
と

し
て
登
用
す
る
こ
と
が
あ
る
。 
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第
六
部 

岩
崎
純
一
と
協
力
者
等
、
協
力
要
請
者
等
、
利
用
者
等
と
の
権
限
の
関
係
図 

利用者、情報提供者、相談者（第五巻を見よ。） 岩
崎
純
一
（
第
一
、
二
巻
を
見
よ
。
） 

 

関係者種別 

 

 

 

活動種別 

 協力要請者、研究者、実験実施者、出版者 

（第四巻を見よ。） 

 協力者、参加者（第三巻を見よ。） 

 IJAI 所員 

（第二巻を見よ。） 

特定女性スタ

ッフ 

共 同 編

纂者 

× × ○（各自の著

作物） 

○（女性著述

スペース） 

○ ○ IJCA、IJCW の編纂、監修 

× × × ○（女性専用

スペース） 

○ ○ IJAI の運営 

× × × △（一部のみ

可） 

△（一部

のみ可） 

○ IJDC の管理 

× × × △（一部のみ

可） 

△（一部

のみ可） 

○ メインウェブサイ

ト運営 

IJ
C

A

、IJ
C

W

の
提
供
活
動 

× × × △（一部のみ

可） 

△（一部

のみ可） 

○ 女性施設のシステ

ム構築、女性専用

ウェブスペースの

提供 

○（一部の女

性は閲覧の

み可） 

○（一部の女

性は閲覧の

み可） 

○（一部の女

性は閲覧の

み可） 

○ × △
（
巡
回
） 

女性専用ウェブス

ペースの運営（シ

ステム入室） 

○（一部の女

性は閲覧の

み可） 

○（一部の女

性は閲覧の

み可） 

○（一部の女

性は閲覧の

み可） 

○ × × 女性施設の閲覧室

の設置・運営 

○（いつでも

出版者に移

行可） 

○（出版者

等） 

○ ○ ○ ○ 書籍、学術誌の出

版 

○（いつでも

協力要請者

に移行可） 

○ ○ ○ ○ ○ 岩崎への協力要請、仕事・

実験参加依頼、取材申込等 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 岩崎の著作物（ IJCA、

IJCW）の利用 
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第
七
部 

IJ
A

I

組
織
図
（
主
系
を
中
心
に
解
説
す
る
が
、
各
語
を
副
系
名
称
に
置
き
換
え
て
も
同
様
に
成
り
立
つ
。
副
系
は
序
巻
を
参
照
せ
よ
。） 

手
（
係
の
兼
務
多
し
） 

身
（
係
の
兼
務
多
し
） 

家
（
係
の
兼
務
多
し
） 

員
（
係
の
兼
務
多
し
） 

族
（
係
の
兼
務
多
し
） 

役
（
係
の
兼
務
多
し
） 

係 班 部
（
本
部
は
室
） 

局 所 岩
崎
純
一 

IJ
A

I
内
の
名
称
（「
所
」

以
外
は
定
款
上
の
分
科

部
局
に
相
当
） 

第
〇
手
～
第
九
手
の
各
十
手
（
係
の
兼
務
多
し
） 

第
〇
身
～
第
九
身
の
各
十
身
（
係
の
兼
務
多
し
） 

第
〇
家
～
第
九
家
の
各
十
家
（
係
の
兼
務
多
し
） 

第
〇
員
～
第
九
員
の
各
十
員
（
係
の
兼
務
多
し
） 

第
〇
族
～
第
九
族
の
各
十
族
（
係
の
兼
務
多
し
） 

第
〇
役
～
第
九
役
の
各
十
役
（
係
の
兼
務
多
し
） 

第
〇
係
～
第
九
係
の
各
十
係 

第
〇
班
～
第
九
班
の
各
十
班 

第
〇
部
～
第
九
部
の
各
十
部 

第
〇
局
～
第
九
局
の
十
局 

（
第
〇
局
は
本
部
、
第
二
局
は
『
全
集
』
編
纂
局
） 

岩
崎
純
一
学
術
研
究
所 

（
ア
ー
カ
イ
ブ
編
纂
所
） 

所
長 

内
部
編
制
（
所
長
と
所
と
局
は
常
置
、
部
以
下
は
そ

の
都
度
臨
時
設
置
。
女
性
局
、
女
性
部
、
女
性
班
、

女
性
係
等
も
各
局
、
部
、
班
、
係
等
に
臨
時
設
置
。） 

手
長
（
女
性
手
長
） 

身
長
（
女
性
身
長
） 

家
長
（
女
性
家
長
） 

員
長
（
女
性
員
長
） 

族
長
（
女
性
族
長
） 

役
長
（
女
性
役
長
） 

係
長
（
女
性
係
長
） 

班
長
（
女
性
班
長
） 

部
長
（
女
性
部
長
） 

局
長
（
女
性
局
長
） 

所
長
（
総
称
と
し
て

の
女
性
局
と
並
列
） 

所
長 

IJ
A

I

内
の
各
区
分
長

の
名
称
（
括
弧
内
は

女
性
局
の
各
長
） 

第
十
次
区
分
（
型
式
、
性
状
分
類
二
） 

第
九
次
区
分
（
型
式
、
性
状
分
類
一
） 

第
八
次
区
分
（
小
見
出
し
分
類
） 

第
七
次
区
分
（
中
見
出
し
分
類
） 

第
六
次
区
分
（
題
目
、
大
見
出
し
分
類
） 

第
五
次
区
分
（
年
代
分
類
） 

第
四
次
区
分
（
学
問
・
図
書
分
類
二
） 

第
三
次
区
分
（
学
問
・
図
書
分
類
一
） 

第
二
次
区
分
（
製
作
物
・
著
作
物
分
類
） 

第
一
次
区
分
（
知
的
財
産
・
製
作
者
・
著

作
者
分
類
） 

第
〇
次
区
分
（
総
称
） 

IJ
D

C

の
考
案
、
作
成 

IJ
D

C

の 

担
当
領
域 

式 型 軸 標 座 目
（
要
目
） 

綱
（
綱
目
） 

類
（
類
目
） 

群 系 ア
ー
カ
イ

ブ
全
体 

ア
ー
カ
イ

ブ
全
体 

IJ
C

A

の 

担
当
領
域 

号 項 節 章 部 編
（
以
下
、
目
次
） 

巻
（
通
し
番
号
） 

束 集 全
集 

 

著
述
者
、
著
作
者

当
人
で
あ
る 

IJ
C

W

の 

担
当
領
域 

     

以
下
、
自
由
。
序
巻
も
見
よ
。 

※/

●/

●/

●/

●/*
 

※/

●/

●/

●/*
 

※/

●/

●/*
 

※/

●/*
 

※/

（
ル
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
） 

サ
イ
ト
の
作
成
、
運
営
、
管
理
、

女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
設
置 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
の
担
当
す

る
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
階
層 

（iw
a
sa

k
iju

n
ich

i.n
e
t

※
） 
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IJ

D
C

の
第
〇
次
区
分
（
記
号
【
0
】
の
み
）
は
、IJ

C
A

乃
至IJ

D
C

そ
れ

自
体
の
総
体
（
要
素
の
集
合
体
）
で
あ
り
、IJ

C
A

乃
至IJ

D
C

の
起
点
を
表
す

記
号
概
念
で
あ
り
、
こ
の
最
初
の
記
号
【
0
】
に
対
応
す
る
部
局
で
あ
る
「
第

〇
所
」
も
、IJ

A
I

そ
の
も
の
で
あ
る
。 

 

以
下
同
様
に
、「
第
Ｘ
次
区
分
」
は
、
こ
れ
を
定
義
す
るIJ

D
C

自
体
と
し
て

の
一
面
、IJ

C
A

・IJ
C

W

と
し
て
の
一
面
、IJ

A
I

と
し
て
の
一
面
を
全
て
併
せ

持
つ
の
で
あ
る
。 

第
一
次
区
分
の
【
0
系
】
は
、
【
1
系
】
か
ら
【
9
系
】
ま
で
と
異
な
り
、

直
下
に
著
作
物
分
類
に
よ
る
第
二
次
区
分
を
持
た
な
い
。【
0
系
】
に
対
応
す
る

IJ
A

I

の
第
〇
（
零
）
局
は
、
研
究
所
本
部
（
本
局
）
で
あ
り
、IJ

C
A

・IJ
C

W

の
編
纂
に
お
い
て
は
、
第
二
局
（
『
全
集
』
編
纂
局
）
第
一
部
第
〇
班
（
序
説
班
）

第
〇
係
～
第
九
係
と
し
て
【
2
系
1
群
0
類
】
「
序
説
、
総
記
」
全
十
巻
を
編

纂
・
管
理
し
、
こ
れ
ら
は
【
0
系
】
の
文
書
を
兼
ね
る
。
い
わ
ば
、
こ
れ
ら
が

【
0
系
】
の
第
二
次
区
分
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
十
巻
へ
の
リ
ン
ク
は
、
研
究
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
【
0
系
】
総
合

案
内
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
も
分
か
り
や
す
く
設
置
さ
れ
る
。（
詳
し
く
は
序
巻
も
参

照
せ
よ
。
総
合
案
内
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
の
タ
イ
ト
ル
も
、
序
巻
で
述
べ
る
。） 

な
お
、
各
部
班
ど
う
し
の
関
係
は
、
概
ね
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

● 

「
所
」
以
下
「
手
」
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
人
的
組
織
な
い
し
そ
れ
ら
の
総
称

を
、「
部
班
」
ま
た
は
「
部
局
」
と
い
う
。
定
款
上
は
、「
分
科
部
局
」
と
称

す
る
。
副
系
の
場
合
、
第
一
～
三
次
区
分
は
「
学
団
」
、
第
四
～
十
次
区
分

は
「
学
級
」
と
い
う
。
序
巻
も
参
照
せ
よ
。 

● 
 

あ
る
一
つ
の
第
Ｘ
次
区
分
の
部
班
は
、
そ
の
配
下
に
あ
る
十
の
第
Ｘ
＋
１

次
区
分
の
部
班
の
全
部
を
含
む
。 

● 
 

あ
る
一
つ
の
第
Ｘ
次
区
分
の
部
班
の
長
は
、
そ
の
配
下
に
あ
る
十
の
第
Ｘ

＋
１
次
区
分
の
部
班
の
長
を
取
り
ま
と
め
る
。 

● 
 

あ
る
一
つ
の
第
Ｘ
＋
２
次
区
分
の
部
班
の
長
は
、
昇
格
の
際
に
は
必
ず
第

Ｘ
＋
１
次
区
分
や
第
Ｘ
次
区
分
の
長
と
な
る
。 

あ
る
一
つ
の
第
Ｘ
次
区
分
の
部
班
は
、
そ
の
長
（
Ａ
）
と
、
そ
の
配
下
に

あ
る
十
の
第
Ｘ
＋
１
次
区
分
の
部
班
の
全
部
（
Ｂ
）
か
ら
成
る
。
但
し
、（
Ｂ
）

の
各
部
班
の
長
は
、
（
Ｂ
）
の
他
の
構
成
員
を
代
表
し
て
、
長
（
Ａ
）
と
の

会
合
等
を
行
う
全
権
を
有
す
る
。 

配
下
に
部
班
が
存
在
し
な
い
部
班
（
す
な
わ
ち
、
第
十
次
区
分
の
「
手
」）

は
、
そ
の
長
と
、
そ
の
同
一
部
班
の
構
成
員
か
ら
成
る
。 

  

ま
た
、
部
局
に
は
特
称
を
持
つ
部
局
が
あ
り
、
概
ね
次
の
通
り
で
あ
る
。 

  

正
式
名
称
：
主
系
特
称
（
副
系
特
称
）
、
の
順
に
記
す
。
副
系
名
称
の
み
を
記

載
し
て
い
る
場
合
は
、
序
巻
に
述
べ
る
通
り
、IJ

A
I

を
一
つ
の
学
園
と
見
な
し

た
と
き
の
呼
称
（
女
性
ス
タ
ッ
フ
に
よ
るIJ

A
I

の
仮
想
学
園
構
想
の
提
案
を
受

け
て
岩
崎
が
考
案
し
た
呼
称
）
を
指
す
。 

 
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
（IJ

A
I

）（
岩
崎
純
一
学
術
研
究
学
園
、
岩
崎
純
一
学
園
） 

● 
第
〇
局
：
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
本
部
（
本
堂
）
十
室 

前
述
の
通
り
、
序
説
班
第
〇
係
～
第
九
係
を
兼
ね
る
。 
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※ 

第
〇
局
第
〇
部
：IJ

C
A

・IJ
C

W

・IJ
A

I

・IJ
D

C

統
括
、
法
令
調

査
・
図
書
館
情
報
学
等
研
究
室
（
統
括
研
究
院
・
図
書
館
情
報
学
府
） 

※ 

第
〇
局
第
一
部
：
岩
崎
純
一
活
動
総
覧
室
（
総
覧
院
） 

※ 
第
〇
局
第
二
部
：
研
究
所
・『
全
集
』
編
纂
局
活
動
総
覧
室
（
研
究
学

園
・
『
全
集
』
総
覧
院
） 

※ 

第
〇
局
第
三
部
：
協
力
者
等
対
応
・
登
用
室
（
登
用
院
） 

※ 

第
〇
局
第
四
部
：
協
力
要
請
者
等
対
応
・
外
部
活
動
管
理
室
（
外
部

活
動
管
理
院
） 

※ 

第
〇
局
第
五
部
：
利
用
者
等
サ
ー
ビ
ス
・
著
作
権
管
理
室
（
著
作
権

管
理
院
） 

※ 

第
〇
局
第
六
部
：
編
纂
方
針
・
提
供
方
法
管
理
室
（
編
纂
指
針
院
） 

※ 

第
〇
局
第
七
部
：
電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
室
（
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
院
） 

※ 

第
〇
局
第
八
部
：IJ

C
A

以
前
史
料
編
纂
室
（
第
一
史
料
編
纂
院
） 

※ 

第
〇
局
第
九
部
：IJ

C
A

以
後
史
料
編
纂
室
（
第
二
史
料
編
纂
院
） 

● 

第
一
局
： 

（
岩
崎
純
一
製
作
資
料
学
堂
） 

● 

第
二
局
：
『
岩
崎
純
一
全
集
』
編
纂
局
（
『
岩
崎
純
一
全
集
』
編
纂
学
堂
、

岩
崎
純
一
著
作
資
料
学
堂
） 

第
二
局
は
、
第
〇
局
を
除
く
他
局
に
比
し
て
優
越
性
を
持
ち
、
他
局
の
同

階
層
・
同
分
野
の
班
を
も
統
括
す
る
。
そ
れ
ら
他
局
の
班
に
は
特
称
は
な
く
、

第
二
局
の
班
の
特
称
で
呼
び
、
実
態
と
し
て
も
第
二
局
の
班
に
附
属
し
て
活

動
す
る
。 

※ 

第
二
局
第
一
部
：『
全
集
』
編
纂
局
第
一
部
（
『
全
集
』
編
纂
院
） 

➢
 

第
二
局
第
一
部
第
〇
班
：
序
説
班
（
序
説
団
） 

➢
 

第
二
局
第
一
部
第
一
班
：
人
文
科
学
第
一
班
（
～
第
一
団
） 

➢
 

第
二
局
第
一
部
第
二
班
：
人
文
科
学
第
二
班
（
～
第
二
団
） 

➢
 

第
二
局
第
一
部
第
三
班
：
社
会
科
学
第
一
班
（
～
第
一
団
） 

➢
 

第
二
局
第
一
部
第
四
班
：
社
会
科
学
第
二
班
（
～
第
二
団
） 

➢
 

第
二
局
第
一
部
第
五
班
：
科
学
技
術
第
一
班
（
～
第
一
団
） 

➢
 

第
二
局
第
一
部
第
六
班
：
科
学
技
術
第
二
班
（
～
第
二
団
） 

➢
 

第
二
局
第
一
部
第
七
班
：
芸
術
第
一
班
（
～
第
一
団
） 

➢
 

第
二
局
第
一
部
第
八
班
：
芸
術
第
二
班
（
～
第
二
団
） 

➢
 

第
二
局
第
一
部
第
九
班
：
芸
術
第
三
班
（
～
第
三
団
） 

● 

第
三
局
： 

（
利
用
製
作
資
料
学
堂
） 

● 

第
四
局
： 

（
利
用
著
作
資
料
学
堂
） 

● 

第
五
局
： 

（
私
蔵
貴
重
製
作
資
料
学
堂
） 

● 

第
六
局
： 

（
私
蔵
貴
重
著
作
資
料
学
堂
） 

● 

第
七
局
： 

（
提
供
製
作
資
料
学
堂
） 

● 

第
八
局
： 

（
提
供
著
作
資
料
学
堂
） 

● 

第
九
局
： 

（
他
資
料
学
堂
） 

● 

女
性
局
及
び
【
女
性
系
】
の
特
称
の
仕
方
（
副
系
名
称
に
置
き
換
え
て
も

同
じ
。） 

※ 
 

第
Ａ
局
、
第
Ｂ
部
、
第
Ｃ
班
、
第
Ｄ
係
な
ど
の
女
性
部
班
は
、
そ

れ
ぞ
れ
第
Ａ
女
性
局
、
第
Ｂ
女
性
部
、
第
Ｃ
女
性
班
、
第
Ｄ
女
性
係

な
ど
と
特
称
す
る
。 

※ 
 

こ
れ
ら
女
性
部
門
の
総
称
が
「
女
性
局
」
で
あ
る
。「
第
Ｘ
女
性
局
」

と
言
わ
ず
、
単
に
「
女
性
局
」
と
言
う
場
合
は
、
第
〇
～
第
九
女
性
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局
の
総
称
で
あ
り
、
「
所
」
と
半
ば
並
列
的
な
立
場
に
あ
る
。 

※ 
 

第
〇
女
性
局
は
、
女
性
局
本
部
（
女
性
室
）
と
も
特
称
す
る
。 

※ 
 

第
二
女
性
局
は
、『
岩
崎
純
一
全
集
』
編
纂
女
性
局
と
も
特
称
す
る
。 

※ 
【
Ａ
系
】
、
【
Ｂ
群
】
、
【
Ｃ
類
】
、
【
Ｄ
綱
】
な
ど
の
女
性
編
纂
別
添
資

料
ア
ー
カ
イ
ブ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
【
Ａ
女
性
系
】、
【
Ｂ
女
性
群
】
、【
Ｃ

女
性
類
】
、
【
Ｄ
女
性
綱
】
な
ど
と
特
称
す
る
。 

 

第
八
部 

女
性
ス
タ
ッ
フ
の
権
限
及
び
女
性
局
、
女
性
部
、
女
性
班
、
女
性

係
の
設
置
と
そ
の
権
限
、
及
び
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
登
用 

  

第
六
巻
に
定
め
る
通
り
、IJ

C
A

及
び

IJ
C

W

の
資
料
の
執
筆
・
制
作
者
で

あ
る
女
性
ま
た
は
編
纂
に
関
わ
る
女
性
は
、
自
身
の
精
神
、
身
体
、
生
命
の
安

全
を
脅
か
す
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
に
全
部
を
公
表
・
開
示
で
き
な
い
自
身
の
製

作
物
・
著
作
物
、
編
纂
資
料
ま
た
は
こ
れ
ら
に
対
し
て
有
す
る
物
権
的
請
求
権
、

著
作
権
、
著
作
者
人
格
権
、
肖
像
権
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
取
り
決
め
、
総

合
編
纂
者
た
る
岩
崎
純
一
に
提
示
、
要
請
し
、IJ

C
A

及
び

IJ
C

W

に
反
映
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
資
料
ま
た
は
権
利
の
う
ち
個
人
で
取
り
扱
う
こ
と
が
困
難

で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
女
性
編
纂
者
ら
が
女
性
著
作
者
ら
を
代
表
し
て
、

そ
れ
ら
の
取
り
扱
い
を
協
議
し
取
り
決
め
る
た
め
の
女
性
局
、
女
性
部
、
女
性

班
、
女
性
係
を
設
置
し
、
そ
の
協
議
結
果
を
岩
崎
純
一
に
提
示
、
要
請
し
、IJ

C
A

及
びIJ

C
W

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

加
え
て
、
特
に
そ
の
聡
明
さ
が
認
め
ら
れ
る
女
性
は
、
第
四
巻
及
び
第
五
巻

に
定
め
る
岩
崎
か
ら
の
逆
要
請
ま
た
は
個
別
の
要
請
を
受
け
、IJ

A
I

の
サ
イ
ト

内
の
女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
に
ロ
グ
イ
ン
し
てIJ

C
W

の
編
纂
の
一
部
に
協
力
・

参
加
す
る
権
限
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。 

と
り
わ
け
、
岩
崎
に
対
し
て
女
性
に
特
有
で
あ
る
自
身
の
精
神
・
身
体
症
状

や
共
感
覚
、
そ
の
他
の
特
殊
知
覚
・
症
状
を
相
談
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
解

説
の
一
部
をIJ

C
W

に
お
い
て
執
筆
し
、
編
纂
者
に
登
用
さ
れ
た
、
な
か
ん
ず

く
聡
明
な
女
性
に
つ
い
て
は
、
女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
管
理
・
運
営
を
行
う
権

限
を
与
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
女
性
が
入
居
者
の
多
く
を
占
め
る
女
性
寮
や
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
等
の
シ
ス
テ
ム
室
の
機
械
的
な
構
築
及
び
電
子
的
な
技
術
提
供
を
岩

崎
に
対
し
て
要
求
す
る
権
限
を
有
す
る
。 

詳
細
は
、「
精
神
・
身
体
症
状
、
共
感
覚
、
そ
の
他
の
特
殊
知
覚
・
症
状
の
解

説
の
分
担
な
ど
に
つ
い
て
」
を
も
参
照
さ
れ
た
い
。 

 

第
九
部 

海
外
か
ら
の
協
力
、
参
加 

  

海
外
に
居
住
す
る
日
本
人
及
び
日
本
国
籍
以
外
の
国
籍
を
有
す
る
者
（
居
住

地
を
問
わ
ず
）
は
、
第
三
巻
で
述
べ
る
通
り
、
限
定
的
な
協
力
者
、
参
加
者
た

る
こ
と
が
で
き
る
。 

但
し
、
こ
れ
ら
の
者
がIJ

A
I

の
所
員
及
びIJ

C
A

・IJ
C

W

の
編
纂
者
と
し

て
登
用
さ
れ
る
可
能
性
と
そ
の
協
力
内
容
は
、
日
本
国
籍
を
有
す
る
日
本
国
居

住
者
（
日
本
人
）
の
協
力
者
、
参
加
者
に
比
し
て
、
大
幅
に
限
定
さ
れ
た
も
の

と
な
る
。 
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第
十
部 

規
約
（
定
款
・
細
則
・
規
程
等
） 

  

次
に
掲
げ
る
規
約
は
、
第
九
編
に
述
べ
る
旧
研
究
会
活
動
の
規
約
を
引
き
継

ぐ
も
の
で
、
本
研
究
所
の
一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
を
仮
定
し
て
、
そ
の
一
部

の
用
語
の
読
み
替
え
及
び
一
部
の
条
項
の
改
定
に
よ
り
、
法
人
法
上
の
定
款
等

と
し
て
直
接
に
転
用
で
き
る
も
の
と
し
て
定
め
る
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
規
約
は
、IJ

A
I

の
一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
の
可
能
性
を
法
的
に
研
究

す
る
た
め
に
作
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つIJ

A
I

の
運
営
に
直
接
携
わ
る
所
長

及
び
所
員
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
者
が
理
解
す
れ
ば
足

り
、
一
般
の
利
用
者
等
がIJ

C
A

及
びIJ

C
W

を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
理

解
を
要
し
な
い
。 

 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
規
約
が
法
令
上
の
定
款
等
と
し
て
正
式
に
公
証
人
の
認
証

を
受
け
な
い
期
間
は
、
各
条
・
項
・
号
は
、IJ

C
W

の
編
・
部
・
章
・
節
に
仮

想
的
に
置
き
換
え
て
編
集
す
る
場
合
が
あ
る
。 

 

● 
 

定
款
（
別
添
資
料
を
見
よ
。） 

● 
 

幹
部
所
員
及
び
監
事
規
程
（
別
添
資
料
を
見
よ
。） 

● 
 

所
員
規
程
（
別
添
資
料
を
見
よ
。） 

  

第
三
編 

「
岩
崎
純
一
総
合
ア
ー
カ
イ
ブ
」（IJ

C
A

）
及
び 

 
 
 
 
 

『
岩
崎
純
一
全
集
』（IJ

C
W

）
の
編
纂
、
監
修
、
管
理 

  

岩
崎
純
一
は
、IJ

C
A

の
編
集
、
編
纂
、
監
修
、
管
理
及
びIJ

C
W

の
著
作
、

編
集
、
編
纂
、
監
修
、
管
理
の
大
部
分
を
行
う
。 

協
力
者
、
参
加
者
の
う
ち
、
岩
崎
よ
り
許
可
さ
れ
た
一
部
の
者
は
、IJ

C
A

及

びIJ
C

W

の
編
集
、
編
纂
、
監
修
、
管
理
に
直
接
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

IJ
C

A

及
び

IJ
C

W

の
岩
崎
純
一
の
著
作
物
な
ど
の
メ
タ
デ
ー
タ
（
電
磁
的

記
録
や
紙
媒
体
の
概
要
、
書
誌
情
報
、
保
存
形
式
、
著
作
権
情
報
等
）
は
、
岩

崎
が
構
築
し
た
別
掲
の
シ
ス
テ
ム
に
記
録
さ
れ
、IJ

C
A

及
び

IJ
C

W

の
多
く

の
部
分
は
後
述
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
公
開
、
提
供
さ
れ
る
。 

IJ
C

A

の
全
体
は
、
著
作
物
等
の
メ
タ
デ
ー
タ
及
び
内
容
の
集
合
体
で
あ
り
、

IJ
A

I

の
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

を
「
岩
崎
純
一
製
作
物
・
著
作
物
等
目
録
及
び
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
と
称
す
る
こ
と

が
あ
る
。 

 

第
四
編 

「
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
」（IJ

A
I

）
の
運
営 

 

岩
崎
純
一
は
、IJ

A
I

の
運
営
の
大
部
分
を
行
う
。 

但
し
、
協
力
者
、
参
加
者
の
う
ち
、
岩
崎
よ
り
許
可
さ
れ
た
者
は
、IJ

A
I

の

運
営
に
直
接
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
五
編 

「
岩
崎
式
十
進
分
類
法
」（IJ

D
C

）
の
管
理 

 

岩
崎
純
一
は
、IJ

D
C

の
管
理
の
大
部
分
を
行
う
。 

但
し
、
協
力
者
、
参
加
者
の
う
ち
、
岩
崎
よ
り
許
可
さ
れ
た
者
は
、IJ

D
C

の

管
理
に
直
接
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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第
六
編 

IJ
C

A

及
びIJ

C
W

の
提
供
活
動 

 
第
一
部 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
運
営
及
び
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
の
提
供 

 

 

第
一
章 
概
要 

  

岩
崎
純
一
は
、IJ

A
I

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
作
成
、
運
営
、
管
理
、
編
集
、
更

新
の
大
部
分
を
行
う
。 

 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
元
の
名
称
は
「
岩
崎
純
一
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」
で
あ
っ
た

が
、
現
在
の
名
称
は
「
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
（IJ

A
I

）」
で
あ
る
。 

協
力
者
、
参
加
者
の
う
ち
、
岩
崎
よ
り
許
可
さ
れ
た
一
部
の
者
は
、IJ

A
I

の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
運
営
、
管
理
、
編
集
、
更
新
に
直
接
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

こ
れ
ら
を
実
施
す
る
場
所
は
、
別
途
定
め
る
場
所
に
限
る
。 

岩
崎
純
一
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ほ
か
、
別
途
掲
げ
る
女
性
専
用
施
設
の
イ

ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
、

シ
ス
テ
ム
室
の
機
械
的
構
築
及
び
電
子
的
構
築
を
行
い
、
遠
隔
管
理
を
含
む
管

理
を
行
う
一
方
で
、
施
設
全
体
及
び
後
述
す
る
閲
覧
室
の
運
営
に
は
関
与
し
な

い
。 

 

 

第
二
章 

二
〇
一
六
年
ま
で
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

  

二
〇
一
八
年
四
月
二
十
二
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

  
 
 
 

第
一
節 

ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト 

 

 

 
 

第
二
節 

サ
イ
ト
の
メ
ニ
ュ
ー 

  

後
述
す
る
各
学
術
サ
ー
ク
ル
が
扱
う
分
野
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
サ
イ
ト

内
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
た
。 

 

但
し
、
こ
の
時
期
ま
で
は
、
学
術
サ
ー
ク
ル
の
中
に
も
未
だ
明
確
に
成
立
し

て
い
な
い
サ
ー
ク
ル
も
あ
り
、
各
学
術
分
野
の
ペ
ー
ジ
も
あ
く
ま
で
も
サ
イ
ト
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内
の
コ
ー
ナ
ー
で
あ
っ
た
。 

 

 
第
三
章 

二
〇
一
七
年
始
か
ら
年
末
ま
で
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

  

二
〇
一
八
年
四
月
二
十
二
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

  
 
 
 

第
一
節 

ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト 
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第
二
節 

サ
イ
ト
の
全
メ
ニ
ュ
ー
一
覧
（
日
本
語
版
） 

  

総
合
的
な
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
の
下
に
活
動
分
野
別
の
特
設
サ
イ
ト
が
展
開
す

る
形
式
と
な
り
、
よ
り
整
然
と
組
織
化
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
設
サ
イ
ト
は
、



『岩崎純一全集』第二巻「序説、総記（二）」 

17 

 

こ
れ
ま
で
に
サ
イ
ト
を
通
じ
て
誕
生
し
た
サ
ー
ク
ル
に
対
応
し
て
い
る
。
個
人

交
流
会
・
勉
強
会
の
附
属
・
派
生
サ
ー
ク
ル
一
覧
の
説
明
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

 

極
め
て
膨
大
な
学
術
コ
ン
テ
ン
ツ
を
抱
え
る
サ
イ
ト
へ
と
発
展
し
た
た
め
、

メ
ニ
ュ
ー
ペ
ー
ジ
に
は
、
メ
ニ
ュ
ー
一
覧
と
共
に
、
冒
頭
に
次
の
文
言
を
記
載

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

ま
た
、
メ
ニ
ュ
ー
一
覧
の
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
版
ペ
ー
ジ
を
設
置
し
た
。 

 

二
〇
〇
四
年
一
月
十
日 
起
筆 

 

二
〇
〇
四
年
四
月
二
十
四
日 
公
開 

 

二
〇
一
四
年
十
月
四
日 

更
新 

 

二
〇
一
七
年
九
月
二
十
三
日 

更
新 

二
〇
一
七
年
十
月
八
日 

最
終
更
新 

 

メ
ニ
ュ
ー
一
覧 

 

● 
 

岩
崎
純
一
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・
ブ
ロ
グ
は
膨
大
な
文
字
量
と
コ
ン
テ
ン

ツ
量
を
有
し
ま
す
。
場
所
が
不
明
な
場
合
は
、
随
時
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。 

 

 

•  

岩
崎
純
一
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
：
総
合
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ  

o
 

岩
崎
純
一
総
合
ア
ー
カ
イ
ブ 

o
 

自
己
紹
介
と
活
動
理
念  

▪ 

自
己
紹
介
・
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

▪ 

好
き
な
物
事
・
趣
味 

o
 

活
動
総
覧
（
分
野
別
、
年
表
）  

▪ 

活
動
総
覧
（
分
野
別
、
年
表
） 

▪ 

分
野
別
の
活
動
総
覧 

▪ 

人
文
・
社
会
学
分
野
で
の
活
動
年
表 

▪ 

自
然
科
学
分
野
で
の
活
動
年
表 

▪ 

著
書
（
電
子
書
籍
版
あ
り
） 

▪ 

研
究
会
・
講
義
テ
キ
ス
ト 

▪ 

掲
載
媒
体 

▪ 

講
義
、
学
術
調
査
、
実
験
協
力
を
行
っ
た
大
学
な
ど

の
一
覧 

▪ 

個
人
交
流
会
・
勉
強
会 

▪ 

サ
イ
ト
の
歴
史
と
私
の
共
感
覚
な
ど
の
変
遷 

o
 

岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
（
個
人
事
業
と
し
て
の
屋
号
） 

o
 

ご
連
絡
・
メ
ー
ル  

▪ 

ご
連
絡
・
メ
ー
ル
ト
ッ
プ 

▪ 

公
式
メ
ー
ル
（
学
術
関
係
、
仕
事
の
ご
依
頼
な
ど
）

に
つ
い
て 

▪ 

個
人
メ
ー
ル
（
ご
質
問
、
私
信
な
ど
）
に
つ
い
て 

▪ 

メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム 

▪ 

ご
訪
問
者
向
け
の
各
種
表
記 

▪ 

ご
訪
問
者
向
け
の
ご
留
意
事
項 

https://iwasakijunichi.net/
file://///archives
file://///profile.html
file://///profile.html
file://///shumi.html
file://///joho
file://///joho
file://///joho/fields.html
file://///joho/jimbun.html
file://///joho/shizen.html
file://///chosho.html
file://///kenkyukai.html
file://///joho/index2.html
file://///link.html
file://///link.html
file://///benkyokai.html
file://///hensen.html
file://///ijkenkyujo
file://///renraku.html
file://///renraku.html
file://///renraku-official.html
file://///renraku-official.html
file://///renraku-private.html
file://///mail-form/contact.html
file://///hyoki.html
file://///ryui.html
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▪ 

法
令
に
基
づ
く
表
示 

o
 

メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム 

o
 

ブ
ロ
グ 

o
 

メ
イ
ン
ブ
ロ
グ
（
人
文
社
会 

一
）  

▪ 

メ
イ
ン
ブ
ロ
グ
（
人
文
社
会 

一
） 

▪ 

過
去
の
ブ
ロ
グ
記
事 

o
 

第
二
ブ
ロ
グ
（
人
文
社
会 

二
）  

▪ 
第
二
ブ
ロ
グ
（
人
文
社
会 

二
） 

▪ 

過
去
の
ブ
ロ
グ
記
事 

o
 

第
三
ブ
ロ
グ
（
自
然
科
学
、
Ｉ
Ｔ
）  

▪ 

第
三
ブ
ロ
グ
（
自
然
科
学
、
Ｉ
Ｔ
） 

▪ 

過
去
の
ブ
ロ
グ
記
事 

o
 

サ
イ
ト
更
新
情
報
ブ
ロ
グ
（
主
な
更
新
情
報
） 

o
 

著
書
・
文
書
類  

▪ 

著
書
（
電
子
書
籍
版
あ
り
） 

▪ 

研
究
会
・
講
義
テ
キ
ス
ト 

▪ 

過
去
の
ブ
ロ
グ
記
事 

▪ 

過
去
のT

w
it
t
e
r

記
事 

▪ 

人
物
評
論 

o
 

活
動
分
野
別
の
特
設
サ
イ
ト 

o
 

【
特
設
サ
イ
ト
】
知
覚
・
共
感
覚  

▪ 

知
覚
・
共
感
覚
ト
ッ
プ 

▪ 

私
の
知
覚
世
界
の
解
説
な
ど 

▪ 

【
特
設
サ
イ
ト
】
岩
崎
純
一
の
共
感
覚
記
憶
デ
ー
タ

ベ
ー
ス 

▪ 

岩
崎
純
一
の
共
感
覚
記
憶
デ
ー
タ
ベ
ー
ス3D

版 

▪ 

基
本
的
な
共
感
覚
（
初
公
表
時
） 

▪ 

基
本
的
な
共
感
覚
の
続
編 

▪ 

応
用
的
な
共
感
覚 

▪ 

直
観
像
記
憶
と
共
感
覚 

▪ 

喪
失
し
た
共
感
覚 

▪ 

共
感
覚
に
関
連
す
る
知
覚
様
態
・
症
状 

▪ 

私
の
共
感
覚
な
ど
の
変
遷 

▪ 

著
書
（
電
子
書
籍
版
あ
り
） 

▪ 

共
感
覚
者
と
し
て
の
活
動 

▪ 

共
感
覚
Ｑ
＆
Ａ 

▪ 

自
作
Ｃ
Ｇ
（
３
Ｄ
）
共
感
覚
ゲ
ー
ム 

▪ 

知
覚
・
共
感
覚
関
連
リ
ン
ク 

▪ 

【
特
設
サ
イ
ト
】
日
本
共
感
覚
研
究
会  

▪ 

日
本
共
感
覚
研
究
会
ト
ッ
プ 

▪ 

研
究
会
概
要
と
会
長
挨
拶 

▪ 

調
査
報
告
書
・
議
事
録 

▪ 

役
員
名
簿
、
役
員
・
会
員
資
格 

▪ 

定
款
・
細
則
・
規
程 

▪ 

日
本
の
共
感
覚
研
究
史
と
本
会
の
沿
革 

file://///law.html
file://///mail-form/contact.html
file://///blog.html
http://iwasaki-j.sblo.jp/
http://iwasaki-j.sblo.jp/
file://///kakokiji.html
http://iwasaki-ningengaku.sblo.jp/
http://iwasaki-ningengaku.sblo.jp/
file://///kakokiji.html
http://iwasaki-j-ict.sblo.jp/
http://iwasaki-j-ict.sblo.jp/
file://///kakokiji.html
http://iwasaki-j-update.sblo.jp/
file://///chosho.html
file://///chosho.html
file://///kenkyukai.html
file://///kakokiji.html
file://///tweets
file://///jinbutsu.html
file://///tokusetsu.html
file://///synaesthesia
file://///synaesthesia
file://///synaesthesia/chikaku.html
file://///synaesthesia-database
file://///synaesthesia-database
file://///synaesthesia-database/3d.html
file://///synaesthesia/my_synaesthesia.html
file://///synaesthesia/my_synaesthesia_details1.html
file://///synaesthesia/my_synaesthesia_details2.html
file://///synaesthesia/eidetic.html
file://///synaesthesia/my_lost_synaesthesia.html
file://///synaesthesia/synaesthesia_kanren.html
file://///hensen.html
file://///chosho.html
file://///joho
file://///synaesthesia/synaesthesia_qa.html
file://///cg
file://///synaesthesia/link.html
file://///jssg
file://///jssg
file://///jssg/gaiyo.html
file://///jssg/hokokusho.html
file://///jssg/yakuin-kaiin.html
file://///jssg/regulations.html
file://///jssg/enkaku.html
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▪ 

共
感
覚
の
定
義
標
準
化
・
研
究
協
力
・
学
会

設
立
法
務
活
動 

▪ 

共
感
覚
に
関
す
る
研
究
動
向
お
よ
び
社
会

的
諸
問
題
の
調
査
・
追
跡
活
動 

▪ 

共
感
覚
に
関
連
す
る
知
覚
様
態
・
症
状 

▪ 

ご
質
問
・
ご
相
談
や
通
報
の
例 

▪ 
超
音
波
知
覚
研
究 

o
 

【
特
設
サ
イ
ト
】
超
音
波
知
覚
研
究  

▪ 

超
音
波
知
覚
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
東
京 

▪ 

代
表
者
岩
崎
純
一
の
超
音
波
知
覚 

▪ 

報
告
者
、
注
意
事
項
、
ご
報
告
先 

▪ 

扱
っ
て
い
る
超
音
波
発
生
源
、
求
め
て
い
る
情
報 

▪ 

都
内
超
音
波
ス
ポ
ッ
ト
報
告
マ
ッ
プ 

▪ 

超
音
波
知
覚
者
の
症
状
、
身
の
守
り
方 

▪ 

最
近
の
超
音
波
事
情 

▪ 

超
音
波
装
置
過
密
地
区
と
迂
回
路 

▪ 

コ
ウ
モ
リ
研
究
者
と
の
合
同
調
査
、
超
音
波
知
覚
の

検
証 

▪ 

行
政
機
関
に
よ
る
法
的
処
分
、
科
学
者
に
よ
る
警
告 

▪ 

超
音
波
の
擬
音
語
表
現 

o
 

【
特
設
サ
イ
ト
】
人
間
学
・
哲
学
全
般  

▪ 

人
間
学
・
哲
学
全
般
ト
ッ
プ 

▪ 

人
物
評
論 

▪ 

岩
崎
人
間
学
研
究
会
の
概
要 

▪ 

未
来
年
表 

▪ 

精
神
病
理
学
・
精
神
疾
患
研
究 

▪ 

言
語
学
・
言
語
体
系
考
案 

▪ 

寿
羅
穂
里
阿
文
明 

▪ 

神
道
・
仏
教
研
究  

▪ 

和
歌
・
古
典  

▪ 

郷
土
（
岡
山
県
）
研
究  

o
 

【
特
設
サ
イ
ト
】
精
神
病
理
学
・
精
神
疾
患
研
究  

▪ 

精
神
病
理
学
・
精
神
疾
患
研
究
ト
ッ
プ 

▪ 

今
ま
で
の
交
流
の
概
要
な
ど 

▪ 

精
神
疾
患
に
関
連
す
る
私
の
文
章 

▪ 

精
神
疾
患
の
定
義 

▪ 

精
神
疾
患
の
分
類 

▪ 

私
の
考
え
・
思
い
・
持
論 

▪ 

現
代
日
本
人
の
心
理
の
例  

▪ 

現
代
日
本
人
の
心
理
の
例
ト
ッ
プ 

▪ 

現
代
日
本
人
の
心
理
の
例 (

二
〇
一
三) 

▪ 

現
代
日
本
人
の
心
理
の
例 (

二
〇
一
二) 

▪ 

現
代
日
本
人
の
心
理
の
例 (

二
〇
一
一) 

▪ 

現
代
日
本
人
の
心
理
の
例 (

二
〇
一
〇) 

▪ 

現
代
日
本
人
の
心
理
の
例 (

二
〇
〇
九) 

▪ 

現
代
日
本
人
の
心
理
の
例 (

二
〇
〇
八) 
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file://///choonpa/sansaku.html
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▪ 

現
代
日
本
人
の
心
理
の
例 (

二
〇
〇
七) 

▪ 

現
代
日
本
人
の
心
理
の
例 (

二
〇
〇
六) 

▪ 

現
代
日
本
人
の
心
理
の
例 (

二
〇
〇
五) 

▪ 

現
代
日
本
人
の
心
理
の
例 (

二
〇
〇
三) 

▪ 

各
精
神
疾
患
の
解
説  

▪ 

器
質
性
精
神
障
害 

▪ 

精
神
作
用
物
質
に
よ
る
精
神
障
害 

▪ 

統
合
失
調
症
・
妄
想
性
障
害 

▪ 
気
分
障
害 

▪ 
コ
タ
ー
ル
症
候
群
・
妄
想
性
人
物
誤
認
症
候

群 

▪ 

不
安
障
害
・
恐
怖
症
・
強
迫
性
障
害
・
Ｐ
Ｔ

Ｓ
Ｄ 

▪ 

身
体
表
現
性
障
害 

▪ 

解
離
性
障
害 

▪ 

適
応
障
害 

▪ 

摂
食
障
害 

▪ 

睡
眠
障
害 

▪ 

性
関
連
障
害 

▪ 

人
格
（
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
）
障
害 

▪ 

知
的
障
害 

▪ 

発
達
障
害
・
学
習
障
害 

▪ 

小
児
期
・
青
年
期
の
行
動
障
害 

▪ 

精
神
疾
患
関
連
リ
ン
ク 

▪ 

人
間
学
・
哲
学
全
般 

▪ 

言
語
学
・
言
語
体
系
考
案 

o
 

【
特
設
サ
イ
ト
】
言
語
学
・
言
語
体
系
考
案  

▪ 

言
語
学
・
言
語
体
系
考
案
ト
ッ
プ 

▪ 

【
特
設
サ
イ
ト
】
岩
崎
式
言
語
体
系
ペ
デ
ィ
ア 

▪ 

「
言
語
と
は
何
か
」
に
つ
い
て 

▪ 

現
代
日
本
語
に
関
す
る
実
験 

▪ 

【
特
設
サ
イ
ト
】
岩
崎
式
日
本
語  

▪ 

岩
崎
式
日
本
語
ト
ッ
プ 

▪ 

◆
管
理
部
門 

▪ 

岩
崎
式
日
本
語
の
概
要
と
研
究
会 

▪ 

文
法
解
説
（
高
難
度
） 

▪ 

文
法
解
説
（
ス
テ
ッ
プ
型
解
説
） 

▪ 

使
用
者
の
方
々
向
け
の
注
記 

▪ 

◆
使
用
部
門 

▪ 

使
用
者
の
概
要 

▪ 

岩
崎
式
日
本
語
に
よ
る
記
録 

▪ 

現
代
日
本
語
に
よ
る
記
録 

▪ 

言
語
学
・
言
語
体
系
考
案 

▪ 

人
間
学
・
哲
学
全
般 

▪ 

精
神
病
理
学
・
精
神
疾
患
研
究 

▪ 

岩
崎
式
英
語 
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▪ 
Q
u
e
s
t
io
n
s 

▪ 

言
語
学
・
人
工
言
語
関
連
リ
ン
ク 

▪ 

人
間
学
・
哲
学
全
般 

▪ 

和
歌
・
古
典 

o
 

【
特
設
サ
イ
ト
】
寿
羅
穂
里
阿
文
明
（
岩
崎
式
文
明
論
）  

▪ 

寿
羅
穂
里
阿
文
明
ト
ッ
プ 

▪ 
言
語
学
・
言
語
体
系
考
案 

▪ 
精
神
病
理
学
・
精
神
疾
患
研
究 

▪ 

神
道
・
仏
教
研
究  

▪ 

和
歌
・
古
典  

▪ 

郷
土
（
岡
山
県
）
研
究  

▪ 

未
来
年
表 

▪ 

人
間
学
・
哲
学
全
般 

o
 

【
特
設
サ
イ
ト
】
神
道
・
仏
教
研
究  

▪ 

神
道
・
仏
教
研
究
ト
ッ
プ 

▪ 

「
当
サ
イ
ト
で
扱
う
巫
女
神
道
の
比
較
表
」 

▪ 

『
巫
女
神
道
探
訪
記
』 

▪ 

神
道
・
仏
教
関
連
リ
ン
ク 

o
 

【
特
設
サ
イ
ト
】
和
歌
・
古
典  

▪ 

和
歌
・
古
典
ト
ッ
プ 

▪ 

自
詠
和
歌
・
歌
会
・
歌
合 

▪ 

私
家
集
『
新
純
星
余
情
和
歌
集
』 

▪ 

『
旧
派
歌
道
流
派
・
家
元
総
覧
』 

▪ 

詠
進
歌
会
・
歌
合
の
特
設
ペ
ー
ジ 

▪ 

和
歌
の
使
用
希
望
・
解
釈
依
頼 

▪ 

和
歌
の
提
供
・
調
査
研
究
・
仕
事
歴 

▪ 

和
歌
ス
ケ
ッ
チ
（
書
） 

▪ 

【
特
設
サ
イ
ト
】
伝
統
和
歌
の
会
「
余
情
会
」  

▪ 

伝
統
和
歌
の
会
「
余
情
会
」
ト
ッ
プ 

▪ 

余
情
会
に
つ
い
て 

▪ 

最
近
の
歌
会 

▪ 

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
年
）
の
歌
会 

▪ 

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
年
）
の
歌
会 

▪ 

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
年
）
の
歌
会 

▪ 

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
年
）
の
歌
会 

▪ 

『
新
水
無
瀬
恋
十
五
首
歌
合
』 

▪ 

余
情
会
関
連
リ
ン
ク 

▪ 

和
歌
関
連
リ
ン
ク 

o
 

【
特
設
サ
イ
ト
】
郷
土
（
岡
山
県
）
研
究  

▪ 

郷
土
（
岡
山
県
）
研
究
ト
ッ
プ 

▪ 

岡
将
会
の
概
要
と
設
立
事
情 

▪ 

会
員
と
郷
土
岡
山 

▪ 

日
本
軍
大
本
営
・
中
央
政
府
に
よ
る
岡
山
の
扱
い 

▪ 

帰
還
兵
の
生
存
状
況
と
証
言
の
共
通
点 

▪ 

『
歩
兵
第
十
連
隊
（
鉄
五
四
四
八
部
隊
）
戦
史
調
査

資
料
』 
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▪ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
戦
争
証
言
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
」
（
無
料
特
集

番
組
） 

▪ 

在
日
米
海
軍
司
令
部
（
Ｃ
Ｎ
Ｆ
Ｊ
）
へ
の
情
報
提
供 

▪ 

大
東
亜
共
栄
圏
内
の
和
歌
文
化
（
歌
壇
）
の
一
覧 

o
 

【
特
設
サ
イ
ト
】
作
曲
・
音
楽  

▪ 

作
曲
・
音
楽
ト
ッ
プ 

▪ 
作
曲
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

▪ 
主
な
楽
曲
の
試
聴 

▪ 

楽
曲
の
ご
購
入
・
ご
使
用
な
ど 

▪ 

御
見
積
り
・
御
注
文
フ
ォ
ー
ム 

▪ 

音
楽
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ペ
ー
ジ
（
要
ロ
グ
イ
ン
） 

▪ 

過
去
の
楽
曲
提
供
歴 

▪ 

過
去
の
Ｃ
Ｄ 

▪ 

好
き
な
音
楽
の
本 

▪ 

音
楽
雑
誌
へ
の
寄
稿 

▪ 

音
楽
制
作
環
境 

▪ 

作
曲
・
音
楽
関
連
リ
ン
ク 

▪ 

『
花 

-
 

共
感
覚
者50

人
に
よ
る -

』 

▪ 

交
響
組
曲 

『
月
ノ
巡
リ
』 

▪ 
P
o
è
m
e
 d
e
 
Pé
t
a
le
s
 
I 

▪ 

花
弁
の
詩 

I 

o
 

【
特
設
サ
イ
ト
】
学
術
・
芸
術
上
の
試
み  

▪ 

芸
術
・
美
学
上
の
試
み 

▪ 

そ
の
他
の
学
術
・
芸
術
上
の
試
み 

▪ 

自
作
Ｃ
Ｇ
（
３
Ｄ
）
共
感
覚
ゲ
ー
ム  

▪ 

自
作
Ｃ
Ｇ
（
３
Ｄ
）
共
感
覚
ゲ
ー
ム
ト
ッ
プ 

▪ 

遊
ん
で
い
た
だ
く
前
の
準
備 

▪ 

ゲ
ー
ム
「
困
っ
た
数
字
」 

▪ 

ゲ
ー
ム
「
い
じ
わ
る
Ａ
（
エ
ー
）
」 

▪ 

ゲ
ー
ム
「
あ
い
う
え
お
玉
入
れ
」 

▪ 

ゲ
ー
ム
「
数
字
ボ
ウ
リ
ン
グ
」 

▪ 

仮
想
御
殿
「
武
蔵
幻
想
邸
」 

▪ 

仮
想
御
殿
「
武
蔵
幻
想
邸
」
の
詳
細
図 

o
 

リ
ン
ク  

▪ 

講
義
、
学
術
調
査
、
実
験
協
力
を
行
っ
た
大
学
な
ど

へ
の
リ
ン
ク 

▪ 

知
覚
・
共
感
覚
関
連
リ
ン
ク 

▪ 

精
神
疾
患
関
連
リ
ン
ク 

▪ 

言
語
学
・
人
工
言
語
関
連
リ
ン
ク 

▪ 

和
歌
関
連
リ
ン
ク 

▪ 

余
情
会
関
連
リ
ン
ク 

▪ 

作
曲
・
音
楽
関
連
リ
ン
ク 

o
 

サ
イ
ト
閲
覧
推
奨
環
境
な
ど  

▪ 

サ
イ
ト
閲
覧
推
奨
環
境
な
ど 

▪ 

サ
イ
ト
稼
動
状
況
・
障
害
情
報 

▪ 

サ
イ
ト
制
作
環
境
な
ど  
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▪ 

サ
イ
ト
制
作
環
境
な
ど
ト
ッ
プ 

▪ 

使
用
パ
ソ
コ
ン
（
マ
シ
ン
・
Ｏ
Ｓ
） 

▪ 

使
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア 

▪ 

サ
イ
ト
制
作
環
境 

▪ 

サ
イ
ト
制
作
の
ご
依
頼
な
ど 

▪ 

ア
ク
セ
ス
解
析
デ
ー
タ
書
庫  

▪ 

ア
ク
セ
ス
解
析
デ
ー
タ
書
庫 

▪ 

リ
ア
ル
タ
イ
ム
解
析 

▪ 

法
令
に
基
づ
く
表
示 

o
 

サ
イ
ト
の
部
分
編
集
に
参
加
す
る
（
要
ロ
グ
イ
ン
） 

o
 

掲
示
板  

▪ 

一
般
掲
示
板
（
ど
な
た
で
も
） 

▪ 

個
人
勉
強
会
掲
示
板
（
要
ロ
グ
イ
ン
） 

▪ 

旧
掲
示
板
（
現
在
は
閲
覧
の
み
） 

o
 

ご
協
力
者
・
研
究
者
と
の
活
動  

▪ 

ご
協
力
者
・
研
究
者
と
の
活
動
ト
ッ
プ 

▪ 

私
（
岩
崎
純
一
）
を
研
究
・
招
聘
し
て
下
さ
っ
て
い

る
皆
様
へ 

▪ 

よ
く
あ
る
ご
質
問
と
回
答 

▪ 

個
人
交
流
会
・
勉
強
会 

▪ 

個
人
交
流
会
・
勉
強
会
（
附
属
・
派
生
サ
ー
ク
ル
）

の
沿
革 

▪ 

附
属
・
派
生
サ
ー
ク
ル
の
本
部
・
支
部
（
ご
協
力
者
）

へ
の
直
通
メ
ー
ル
一
覧 

▪ 

私
（
岩
崎
純
一
）
以
外
の
皆
様
が
立
ち
上
げ
て
下
さ

っ
た
勉
強
会
に
つ
い
て 

▪ 

【
特
設
サ
イ
ト
】
岩
崎
式
日
本
語
特
設
サ
イ
ト
（
相

互
協
力
サ
イ
ト
） 

▪ 

女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
（
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
型
女
性
寮
）

と
の
連
携 

▪ 

女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
（
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
型
女
性
寮
）

（
相
互
協
力
サ
イ
ト
、
一
部
要
ロ
グ
イ
ン
） 

▪ 

部
班
制
（
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
所
属
）
へ
の
改
組

予
定 

▪ 

私
の
動
向
の
模
式
図
（
二
〇
一
三
年
ま
で
） 

o
 

サ
イ
ト
メ
ニ
ュ
ー
一
覧 

o
 

HTTP 403 Error

（403

エ
ラ
ー
の
場
合
の
表
示
ペ
ー
ジ
） 

o
 

HTTP 404 Error

（404

エ
ラ
ー
の
場
合
の
表
示
ペ
ー
ジ
） 

•  

岩
崎
純
一
総
合
ア
ー
カ
イ
ブ 

•  

【
特
設
サ
イ
ト
】
岩
崎
式
日
本
語
特
設
サ
イ
ト
（
相
互
協
力
サ
イ
ト
） 

•  

女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
（
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
型
女
性
寮
）
と
の
連
携
、
女
性

ス
タ
ッ
フ
・
入
居
女
性
の
皆
様
（
女
性
寮
）
に
移
管
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ

に
つ
い
て
の
説
明 
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file://///buhan.html
file://///buhan.html
https://iwasakijunichi.net/atama.htm
file://///every-menu.html
file://///error/403error.html
file://///error/404error.html
file://///archives
https://iwasaki-conlang.com/
file://///women.html
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•  

【
特
設
サ
イ
ト
】
女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
（
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
が
ご

自
宅
や
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
型
女
性
寮
に
て
管
理
・
運
営
）
（
相
互
協
力
サ

イ
ト
、
一
部
要
ロ
グ
イ
ン
） 

 

サ
ブ
メ
ニ
ュ
ー
一
覧 

 

•  

総
合
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ 

•  

現
在
の
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
に
戻
る 

•  

現
在
の
ペ
ー
ジ
の
メ
ニ
ュ
ー 

•  

現
在
の
ペ
ー
ジ
の
本
文 

•  

サ
ブ
メ
ニ
ュ
ー 

 

ブ
ロ
グ
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を
開
閉 

ブ
ロ
グ
（
パ
ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
） 

•  

メ
イ
ン
ブ
ロ
グ 

（
人
文
社
会 

一
） 

•  

第
二
ブ
ロ
グ 

（
人
文
社
会 

二
） 

•  

第
三
ブ
ロ
グ 

（
自
然
科
学
、
Ｉ
Ｔ
） 

•  

サ
イ
ト
更
新
情
報
ブ
ロ
グ 

（
主
な
更
新
情
報
） 

ブ
ロ
グ
（
旧
型
モ
バ
イ
ル
用
） 

•  

メ
イ
ン
ブ
ロ
グ 

（
人
文
社
会 

一
） 

•  

第
二
ブ
ロ
グ 

（
人
文
社
会 

二
） 

•  

第
三
ブ
ロ
グ 

（
自
然
科
学
、
Ｉ
Ｔ
） 

•  

サ
イ
ト
更
新
情
報
ブ
ロ
グ 

（
主
な
更
新
情
報
） 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を
開
閉 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
動
画
サ
イ
ト 

•  

私
のT

w
itte

r

記
事 

•  
F

a
ce

b
o
o
k

内
の
私
の
ペ
ー
ジ 

•  
m

ix
i

内
の
私
の
ペ
ー
ジ 

•  
Y

o
u

T
u

b
e

内
の
私
の
ペ
ー
ジ 

•  
G

o
o
g
le

+

内
の
私
の
ペ
ー
ジ 

３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
） 

https://iwasakijunichi.net/women/
https://iwasakijunichi.net/women/
http://iwasaki-j.sblo.jp/
http://iwasaki-j.sblo.jp/
http://iwasaki-ningengaku.sblo.jp/
http://iwasaki-ningengaku.sblo.jp/
http://iwasaki-j-ict.sblo.jp/
http://iwasaki-j-ict.sblo.jp/
http://iwasaki-j-update.sblo.jp/
http://iwasaki-j-update.sblo.jp/
http://iwasaki-j.sblo.jp/pages/user/m/
http://iwasaki-j.sblo.jp/pages/user/m/
http://iwasaki-ningengaku.sblo.jp/pages/user/m/
http://iwasaki-ningengaku.sblo.jp/pages/user/m/
http://iwasaki-j-ict.sblo.jp/pages/user/m/
http://iwasaki-j-ict.sblo.jp/pages/user/m/
http://iwasaki-j-update.sblo.jp/pages/user/m/
http://iwasaki-j-update.sblo.jp/pages/user/m/
https://twitter.com/iwasaki_j
https://www.facebook.com/iwasaki.j
http://mixi.jp/show_profile.pl?id=7201334
http://www.youtube.com/user/iwasakijunichi
https://plus.google.com/114771680596253599093#114771680596253599093/posts
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•  
S

k
e
tch

fa
b

内
の
私
の
ペ
ー
ジ 

ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
レ
ー
ジ 

•  
O

n
e
D

riv
e

内
の
私
の
ペ
ー
ジ 

 

著
作
権
情
報 

 

ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
へ
戻
る 

サ
イ
ト
更
新
情
報
ブ
ロ
グR

S
S

 

C
o
p

y
rig

h
t ©

 2
0
0

4
- 

岩
崎
純
一
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 
A

ll R
ig

h
ts R

e
se

rv
e
d

. 

P
o
w

e
re

d
 b

y
 

岩
崎
純
一 

C
M

S
. 

2
0

0
4

/0
1

/0
1

 

か
ら
の
延
べ
ご
訪
問
者
数 

: 

岩
崎
純
一
総
合
ア
ー
カ
イ
ブ 

法
令
に
基
づ
く
表
示 

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
コ
モ
ン
ズ
・
ラ
イ
セ
ン
ス 

岩
崎
純
一
Ｃ
Ｍ
Ｓ 

  

 
 

第
三
節 

サ
イ
ト
の
全
メ
ニ
ュ
ー
一
覧
（
英
語
版
） 

  

二
〇
一
四
年
十
月
四
日 

起
筆
、
公
開 

 

二
〇
一
七
年
十
月
八
日 

最
終
更
新 

 

別
添
資
料
を
見
よ
。 

 

 
 

第
四
節 

サ
イ
ト
の
全
メ
ニ
ュ
ー
一
覧
（
中
国
語
版
） 

  

二
〇
一
四
年
十
月
四
日 

起
筆
、
公
開 

 

二
〇
一
七
年
十
月
八
日 

最
終
更
新 

 

別
添
資
料
を
見
よ
。 

 

 
 

第
五
節 

サ
イ
ト
の
全
メ
ニ
ュ
ー
一
覧
（
韓
国
語
版
） 

  

二
〇
一
四
年
十
月
四
日 

起
筆
、
公
開 

 

二
〇
一
七
年
十
月
八
日 

最
終
更
新 

 

別
添
資
料
を
見
よ
。 

  

 

第
四
章 

二
〇
一
八
年
始
か
ら
六
月
末
ま
で
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

  

二
〇
一
八
年
四
月
二
十
二
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

 
 

第
一
節 

ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト 

 

https://sketchfab.com/iwasaki_j
https://onedrive.live.com/?cid=e56a9cb6bb9b60b5
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第
二
節 

サ
イ
ト
の
全
メ
ニ
ュ
ー
一
覧 

 

二
〇
一
八
年
六
月
末
ま
で
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
二
〇
一
七
年

末
ま
で
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
全
メ
ニ
ュ
ー
に
、
次
の
第
五
章
の
変
更
を
加
え
た

も
の
で
あ
る
。 

  

 

第
五
章 

二
〇
一
八
年
七
月
一
日
以
降
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

  

二
〇
一
八
年
七
月
二
十
三
日 

起
筆
、
公
開 

 

二
〇
二
一
年
八
月
二
十
八
日 

更
新 

  
 
 
 

第
一
節 

ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト 
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第
二
節 

サ
イ
ト
の
全
メ
ニ
ュ
ー
一
覧 

  

岩
崎
式
十
進
分
類
法
（IJ

D
C

）
に
一
致
す
る
。 

   
 
 

第
六
章 

ブ
ロ
グ 

  
IJ

D
C

体
制
移
行
ま
で
、
次
に
掲
げ
る
ブ
ロ
グ
を
サ
イ
ト
内
に
て
運
営
し
て
い

た
が
、
そ
の
全
て
の
タ
イ
ト
ル
・
文
章
・
内
容
を
『
全
集
』
に
移
行
・
収
録
し
、

ブ
ロ
グ
は
閉
鎖
し
た
。 

  

二
〇
〇
四
年
一
月
十
日 

起
筆 

 

二
〇
〇
四
年
四
月
二
十
四
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
九
月
二
十
三
日 

最
終
更
新 

 

● 

ブ
ロ
グ
（
そ
れ
ぞ
れ
に
パ
ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用

と
旧
型
モ
バ
イ
ル
用
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
用
意
。
内
容
は
同
じ
。） 

◆
 

メ
イ
ン
ブ
ロ
グ
（
人
文
社
会 

一
） 

◆
 

第
二
ブ
ロ
グ
（
人
文
社
会 

二
） 

◆
 

第
三
ブ
ロ
グ
（
自
然
科
学
、
Ｉ
Ｔ
） 

◆
 

サ
イ
ト
更
新
情
報
ブ
ロ
グ
（
主
な
更
新
情
報
） 

◆
 

伝
統
和
歌
の
会
「
余
情
会
」
の
ブ
ロ
グ 
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◆
 

バ
ー
チ
ャ
ル
巫
女
神
道
（
寿
羅
穂
里
阿
神
道
）
創
作
ノ
ー
ト 

◆
 

岩
崎
式
日
本
語
の
議
論
ノ
ー
ト 

● 
サ
イ
ト
内
の
過
去
の
ブ
ロ
グ
記
事
な
ど 

◆
 

過
去
の
ブ
ロ
グ
記
事 

◆
 

メ
イ
ン
ブ
ロ
グ
の
頻
出
単
語
・
概
念
（
タ
グ
ク
ラ
ウ
ド
仕
様
） 

◆
 

第
二
ブ
ロ
グ
の
頻
出
単
語
・
概
念
（
タ
グ
ク
ラ
ウ
ド
仕
様
） 

◆
 

第
三
ブ
ロ
グ
の
頻
出
単
語
・
概
念
（
タ
グ
ク
ラ
ウ
ド
仕
様
） 

  

 

第
七
章 

二
〇
二
一
年
九
月
一
日
以
降
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

  

二
〇
二
一
年
八
月
二
十
八
日 

起
筆
、
公
開 

 

二
〇
二
四
年
二
月
二
十
七
日 

更
新 

  
 
 
 

第
一
節 

ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト 
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第
二
節 

サ
イ
ト
の
全
メ
ニ
ュ
ー
一
覧 

  

岩
崎
式
十
進
分
類
法
（IJ

D
C

）
に
基
づ
き
構
成
。
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
を

見
よ
。 

  

 

第
八
章 

二
〇
二
四
年
一
月
二
十
五
日
以
降
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

  

二
〇
二
四
年
二
月
二
十
七
日 

起
筆
、
公
開 

  
 
 
 

第
一
節 

ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト 

  

現
在
の
サ
イ
ト
を
見
よ
。 

 

 
 

第
二
節 

サ
イ
ト
の
全
メ
ニ
ュ
ー
一
覧 

  

岩
崎
式
十
進
分
類
法
（IJ

D
C

）
に
基
づ
き
構
成
。
現
在
の
サ
イ
ト
を
見
よ
。 

  

第
九
章 

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
、
サ
ー
ビ
ス
（S

N
S

）
等 

  

一
部
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
つ
い
て
は
、
ブ
ロ
グ
と
異
な
り
、IJ

D
C

体
制
移
行
後
も
、

岩
崎
の
活
動
に
関
す
る
簡
単
な
案
内
情
報
等
を
掲
載
す
る
広
報
ツ
ー
ル
と
し
て

使
用
し
て
い
る
。 

  

二
〇
〇
四
年
一
月
十
日 

起
筆 

 

二
〇
〇
四
年
四
月
二
十
四
日 

公
開 

 

二
〇
一
二
年
十
二
月
二
十
日 

更
新 

 

二
〇
一
六
年
十
二
月
二
十
八
日 

更
新 

 

二
〇
一
七
年
九
月
二
十
三
日 

更
新 

 

二
〇
一
九
年
二
月
九
日 

最
終
更
新 

 

● 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
動
画
サ
イ
ト 

◆
 

T
w

itte
r

（「T
w

itte
r

過
去
ロ
グ
」
と
し
て
サ
イ
ト
に
も
転
載
。
二
〇

一
二
年
十
二
月
二
十
日
、
転
載
開
始
。
二
〇
一
三
年
六
月
二
十
九
日
、

転
載
ペ
ー
ジ
を
公
開
。） 

◆
 

F
a

ce
b

o
o
k

 

◆
 

m
ix

i 

◆
 

Y
o
u

T
u

b
e
 

◆
 

G
o
o
g
le

+

（
サ
ー
ビ
ス
終
了
） 

● 

文
学
系 

◆
 

う
た
の
わ 

● 
3

D
C

G

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
） 

◆
 

S
k

e
tch

fa
b
 

● 

ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
レ
ー
ジ 
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◆
 

O
n

e
D

riv
e
 

  

既
に
当
該
サ
ー
ビ
ス
上
か
ら
は
削
除
し
た
過

去
ロ
グ
の
閲
覧
を
希
望
す
る
者
は
、
個
別
に
岩

崎
ま
で
問
い
合
わ
せ
よ
。 

 

ま
た
、
こ
れ
ら
のS

N
S

以
外
の
電
子
掲
示
板

（B
u

lle
tin

 B
o
a

rd
 S

y
ste

m
, B

B
S

）
へ
の
岩

崎
の
投
稿
内
容
に
つ
い
て
も
、
閲
覧
を
希
望
す

る
者
は
、
個
別
に
岩
崎
ま
で
問
い
合
わ
せ
よ
。

岩
崎
の
投
稿
部
分
も
、
便
宜
的
に
他
の
投
稿
者
の
投
稿
内
容
と
合
わ
せ
て
、
第

五
巻
の
別
添
資
料
と
し
て
収
録
し
た
。 

 

第
二
部 

閲
覧
室
の
運
営
及
び
閲
覧
室
で
の
提
供 

  

岩
崎
純
一
は
、
第
三
巻
か
ら
第
七
巻
に
定
め
る
通
り
、
岩
崎
に
許
可
を
得
た

寮
母
、
女
性
オ
ー
ナ
ー
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
手
に
よ
っ
て
、
女
子
寮
、
女
子
学

生
寮
、
女
性
専
用
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
、
心
身
障
害
女
性
施
設
、
犯
罪
被
害
女
性
施

設
等
の
内
部
に
設
置
さ
れ
て
い
る
岩
崎
の
著
作
物
等
の
閲
覧
室
や
閲
覧
場
所
の

運
営
、
管
理
に
関
与
し
な
い
も
の
と
す
る
。 

協
力
者
、
参
加
者
の
う
ち
、
岩
崎
よ
り
許
可
さ
れ
た
一
部
の
者
は
、
閲
覧
室

や
閲
覧
場
所
の
運
営
、
管
理
に
直
接
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
女
性

ス
タ
ッ
フ
は
、
本
巻
に
定
め
るIJ

C
A

及
びIJ

C
W

の
編
纂
者
を
兼
ね
る
場
合

が
あ
る
一
方
、
閲
覧
室
や
閲
覧
場
所
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
各

種
の
犯
罪
被
害
の
防
止
の
観
点
か
ら
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
で
は
な
く
岩
崎
が
窓
口

と
な
っ
て
受
け
付
け
て
い
る
な
ど
、
岩
崎
及
びIJ

A
I

と
こ
れ
ら
の
閲
覧
室
や
閲

覧
場
所
と
は
緊
密
な
協
力
体
制
に
あ
る
が
、
閲
覧
室
や
閲
覧
場
所
自
体
はIJ

A
I

の
内
部
部
局
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
各
女
性
施
設
の
付
帯
設
備
で
あ
る
。 

岩
崎
純
一
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
女
性
専
用
施
設
の
イ
ン

ト
ラ
ネ
ッ
ト
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
、
シ

ス
テ
ム
室
の
機
械
的
構
築
及
び
電
子
的
構
築
を
行
い
、
遠
隔
管
理
を
含
む
管
理

を
行
う
一
方
で
、
施
設
全
体
及
び
閲
覧
室
の
運
営
に
は
関
与
し
な
い
。 

  
 

第
三
部 

書
籍
、
学
術
誌
、
論
文
集
で
の
提
供 

 

岩
崎
純
一
は
、IJ

C
A

及
び

IJ
C

W

に
含
ま
れ
る
自
身
の
著
作
物
の
出
版
、

刊
行
を
行
う
全
権
を
保
持
す
る
。
ま
た
、
著
作
権
法
第
二
十
七
条
及
び
第
二
十

八
条
に
規
定
す
る
権
利
の
全
部
を
含
む
著
作
権
の
全
部
が
岩
崎
純
一
に
対
し
て

譲
渡
さ
れ
た
他
の
著
作
者
の
著
作
物
の
出
版
、
刊
行
の
全
権
を
保
持
す
る
。
但

し
、
出
版
社
に
出
版
権
等
を
譲
渡
し
た
著
作
物
は
除
く
。 

詳
し
く
は
第
三
巻
か
ら
第
七
巻
ま
で
を
見
よ
。 

協
力
者
、
参
加
者
の
う
ち
、
岩
崎
よ
り
許
可
さ
れ
た
一
部
の
者
は
、IJ

C
A

及

びIJ
C

W

の
一
部
の
出
版
、
刊
行
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  
 

第
四
部 

外
部
リ
ポ
ジ
ト
リ
で
の
提
供 

  

第
五
巻
を
見
よ
。 
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な
お
、
岩
崎
純
一
は
、
こ
れ
ら
の
外
部
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
運
営
に
は
関
与
し
な

い
。 

  
 

第
五
部 

IJ
C

A

・IJ
C

W

へ
の
自
作
の
収
録
の
要
望 

  

第
三
巻
を
見
よ
。 

  

第
七
編 

岩
崎
純
一
の
外
部
活
動
（
講
義
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
等
） 

  

岩
崎
純
一
は
、IJ

C
A

及
び

IJ
C

W
の
著
述
、
編
纂
、
監
修
等
の
ほ
か
、
大

学
、
研
究
機
関
、
各
種
施
設
に
お
け
る
講
演
、
講
義
、
授
業
、
講
話
会
、
座
談

会
ま
た
は
屋
外
活
動
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
等
を
行
う
。 

協
力
者
、
参
加
者
の
う
ち
、
岩
崎
よ
り
許
可
さ
れ
た
一
部
の
者
は
、
岩
崎
純

一
に
よ
る
大
学
、
研
究
機
関
、
各
種
施
設
に
お
け
る
講
演
、
講
義
、
授
業
、
講

話
会
、
座
談
会
ま
た
は
屋
外
活
動
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
等
に
直
接
携
わ
る
こ

と
が
で
き
る
。 

具
体
的
な
外
部
活
動
の
う
ち
、
協
力
要
請
者
、
研
究
者
、
実
験
実
施
者
、
出

版
者
か
ら
要
請
・
依
頼
さ
れ
る
も
の
は
第
四
巻
に
、
利
用
者
、
情
報
提
供
者
、

相
談
者
か
ら
要
請
・
依
頼
さ
れ
る
も
の
は
第
五
巻
に
、
そ
れ
ぞ
れ
例
示
・
解
説

し
た
。 

 

第
八
編 

法
令
に
基
づ
く
表
示 

 

 

第
三
巻
か
ら
第
五
巻
を
見
よ
。 

 

第
九
編 

個
別
の
活
動
と
そ
れ
ら
の
組
織
化
の
歴
史 

 

第
一
部 

個
別
の
活
動
に
係
る
各
関
係
者
向
け
の
内
部
規
程
ま
た
は
注

意
・
留
意
・
表
記
事
項
の
策
定
及
び
そ
の
内
容 

  

第
三
巻
か
ら
第
五
巻
を
見
よ
。 

 

第
二
部 

二
〇
一
一
年
時
点
の
勉
強
会
の
招
集
の
例 

  

二
〇
一
一
年
五
月
十
五
日 

起
筆 

 

二
〇
一
一
年
五
月
二
十
日 

擱
筆
、
公
開 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

 

第
三
部 

二
〇
一
二
年
十
月
時
点
の
共
感
覚
を
め
ぐ
る
活
動
体
制 

  

二
〇
一
二
年
十
月
十
三
日 

起
筆 

 

二
〇
一
二
年
十
月
二
十
五
日 

擱
筆
、
公
開 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 
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第
四
部 

二
〇
一
三
年
四
月
時
点
の
学
術
サ
ー
ク
ル
の
活
動
体
制 

  

二
〇
一
三
年
四
月
二
十
四
日 

起
筆 

 

二
〇
一
三
年
四
月
二
十
九
日 

擱
筆
、
公
開 

 

別
添
資
料
を
見
よ
。 

 

第
五
部 

IJ
D

C

体
制
直
前
ま
で
の
学
術
サ
ー
ク
ル
の
活
動
体
制
： 

岩
崎
純
一
の
個
人
交
流
会
・
勉
強
会
（
二
〇
一
一
年
四
月
二
十
五

日
よ
り
設
置
）
及
び
附
属
・
派
生
サ
ー
ク
ル
（
定
款
上
の
旧
分
科

会
に
相
当
） 

  

二
〇
一
一
年
四
月
三
日 

起
筆 

 

二
〇
一
一
年
四
月
二
十
五
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
十
月
十
六
日 

最
終
更
新
、
擱
筆 

 

 

第
一
章 

開
催
概
要 

  

● 
 

私
的
な
交
流
会
・
勉
強
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
茶
会
・
食
事
会
・
講

話
会
・
野
外
活
動
な
ど
、
形
式
は
色
々
で
す
。 

（
元
々
、
拙
著
の
読
者
様
や
こ
の
サ
イ
ト
の
ご
訪
問
者
様
が
ご
発
案
下
さ
り
、

一
度
実
施
し
て
み
て
大
変
有
意
義
だ
っ
た
の
で
、
引
き
続
き
自
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。） 

● 
 

定
期
的
な
会
費
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
各
回
の
交
通
費
・
食
費
等
の
実
費
の

み
を
各
自
で
負
担
。） 

● 
 

複
数
人
（
ご
友
人
ど
う
し
、
親
子
な
ど
）
で
の
ま
と
め
て
の
お
申
し
込
み

も
可
能
で
す
。 

● 
 

一
ヶ
月
に
一
回
～
四
回
の
ペ
ー
ス
で
す
が
（
開
催
方
式
（
優
先
事
項
、
順

番
待
ち
の
仕
方
な
ど
）
を
ご
参
照
）、
臨
時
の
会
合
や
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
で

の
会
話
も
多
く
お
こ
な
っ
て
お
り
、
私
と
の
間
の
あ
ら
ゆ
る
相
互
の
情
報
の

や
り
取
り
や
協
力
関
係
に
お
い
て
、
会
員
様
を
優
先
し
て
対
応
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。 

● 
 

交
流
会
・
勉
強
会
の
形
式
は
希
望
せ
ず
、
私
と
の
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
を

継
続
さ
れ
た
い
場
合
は
、
公
式
メ
ー
ル
（
学
術
関
係
、
仕
事
の
ご
依
頼
な
ど
）

に
つ
い
て
や
個
人
メ
ー
ル
（
ご
質
問
、
私
信
な
ど
）
に
つ
い
て
の
ペ
ー
ジ
も

ご
覧
下
さ
い
。 

 

※ 

二
〇
一
六
年
以
降
、
開
催
が
滞
っ
て
い
ま
す
。
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
通
常
の
ご
連
絡
・
メ
ー
ル
は
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。 

 

 

第
二
章 

交
流
・
勉
強
内
容 

 
● 

 

本
サ
イ
ト
や
ブ
ロ
グ
が
扱
っ
て
い
る
以
下
の
よ
う
な
色
々
な
話
題
を
（
ま

じ
め
に
、
か
つ
楽
し
く
）
一
緒
に
話
し
合
い
ま
す
。 

（
共
感
覚
、
知
覚
、
五
感
、
芸
術
、
哲
学
、
心
理
学
、
精
神
病
理
学
、
言
語
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学
、
社
会
学
、
文
化
人
類
学
、
生
物
学
、
数
学
、
数
理
論
理
学
な
ど
。） 

● 
 

拙
著
、
本
サ
イ
ト
・
ブ
ロ
グ
、
皆
様
や
私
の
共
感
覚
・
知
覚
、
私
の
今
ま

で
の
講
演
会
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
ご
質
問
が
あ
れ
ば
何
で
も
答
え
ま
す
。 

● 
 

そ
の
他
、
皆
で
研
究
協
力
・
実
験
参
加
・
散
策
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
・

施
設
訪
問
な
ど
を
し
ま
す
。 

● 
 

ご
入
会
後
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
附
属
・
派
生
サ
ー
ク
ル
（
定
款
上
の
分

科
会
に
相
当
）
は
、
交
流
会
・
勉
強
会
の
う
ち
、
い
わ
ば
専
門
的
・
学
究
的

な
面
に
特
化
し
た
会
で
す
。 

 

 

第
三
章 

ご
参
加
条
件 

 

● 
 

拙
著
の
読
者
様
、
こ
の
サ
イ
ト
の
ご
訪
問
者
様
、
大
学
・
学
会
で
の
私
の

授
業
・
講
演
の
主
催
者
様
・
聴
講
者
様
・
学
生
様
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参
加

可
能
で
す
。 

● 
 

入
会
手
続
き
に
不
安
や
困
難
を
抱
え
る
児
童
や
発
達
障
害
・
知
的
障
害
・

言
語
障
害
な
ど
の
方
も
、
ご
本
人
の
入
会
の
意
志
が
確
認
で
き
る
限
り
、
保

護
者
が
代
わ
っ
て
手
続
き
を
さ
れ
る
こ
と
で
ご
本
人
様
が
入
会
で
き
ま
す
。 

● 

必
須
条
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
拙
著
に
つ
い
て
の
ご
質
問
の
場
合
は
、
な

る
べ
く
拙
著
を
お
持
ち
い
た
だ
け
る
と
ペ
ー
ジ
箇
所
が
分
か
り
や
す
い
の

で
、
あ
り
が
た
い
で
す
。（
電
子
書
籍
可
。
も
ち
ろ
ん
、
私
も
持
参
し
ま
す
。） 

 

 

第
四
章 

開
催
場
所 

 

◆ 

開
催
地
域 

● 
 

九
割
以
上
は
東
京
都
二
十
三
区
内
で
実
施
し
て
い
ま
す
。 

● 
 

時
々
、
東
京
都
郊
外
・
神
奈
川
・
千
葉
・
埼
玉
で
も
実
施
し
て
い
ま
す
。 

● 
 

そ
の
他
、
目
的
別
に
上
記
以
外
の
地
域
で
実
施
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

● 
 

し
ば
し
ば
、
基
本
的
に
男
性
禁
制
ま
た
は
部
外
者
禁
制
の
、P

T
S

D

・
強

迫
性
障
害
・
性
被
害
・D

V

被
害
な
ど
の
女
性
が
居
住
す
る
コ
ン
フ
ィ
デ
ン

シ
ャ
ル
（
情
報
秘
匿
）
型
の
女
性
専
用
施
設
（
女
性
寮
、
女
性
シ
ェ
ル
タ
ー
、

女
性
ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
パ
ー
ト
）
で
、
岩
崎
を
お
招
き
い
た
だ
い
て
実
施
さ
れ

て
お
り
ま
す
。 

 

◆ 

私
（
岩
崎
）
と
一
対
一
（
計
二
名
）
の
場
合 

● 
 

両
者
の
ほ
ぼ
地
理
的
な
中
間
点
に
あ
る
カ
フ
ェ
・
喫
茶
店
が
メ
イ
ン
。（
ス

タ
ー
バ
ッ
ク
ス
な
ど
の
人
が
多
い
チ
ェ
ー
ン
店
は
避
け
ま
す
。） 

 

◆ 

三
～
十
名
程
度
の
場
合 

● 
 

全
員
の
ほ
ぼ
地
理
的
な
中
間
点
に
あ
る
カ
フ
ェ
・
喫
茶
店
・
レ
ス
ト
ラ
ン

の
個
室
が
メ
イ
ン
。
（
岩
崎
や
役
員
が
手
配
。
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
や
フ
ァ
ミ

リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
人
が
多
い
チ
ェ
ー
ン
店
は
避
け
ま
す
。） 

 

◆ 

十
一
～
三
十
名
程
度
の
場
合
（「
岩
崎
純
一
さ
ん
の
お
話
を
聴
く
会
」
や
「
続 

岩
崎
純
一
さ
ん
に
会
い
た
い
会
」
が
こ
の
規
模
。） 

● 
 

公
共
施
設
・
民
間
施
設
・
大
学
な
ど
の
貸
教
室
・
貸
会
議
室
。（
主
催
者

が
手
配
。） 
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● 
 

会
員
の
大
学
教
員
・
研
究
者
・
学
者
な
ど
の
研
究
室
。（
主
催
者
が
手
配
。） 

 
◆ 
数
十
人
規
模
で
、
私
（
岩
崎
）
だ
け
が
特
別
に
登
壇
す
る
よ
う
な
講
話
会
・

講
演
会
形
式
の
場
合
（
「
岩
崎
純
一
さ
ん
の
お
話
を
聴
く
会
」
や
「
続 

岩
崎

純
一
さ
ん
に
会
い
た
い
会
」
の
一
部
が
こ
の
規
模
。） 

● 
 

公
共
施
設
・
民
間
施
設
・
大
学
な
ど
の
貸
教
室
・
貸
会
議
室
や
講
堂
・
大

教
室
。（
主
催
者
が
手
配
。
大
学
の
授
業
・
講
演
会
な
ど
と
し
て
行
う
場
合
、

大
学
へ
の
申
請
も
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
） 

 

◆ 

二
～
十
名
程
度
で
共
感
覚
の
研
究
・
実
験
参
加
な
ど
を
行
う
場
合
（
日
本
共

感
覚
研
究
会
の
活
動
な
ど
。
） 

● 
 

研
究
・
実
験
が
行
わ
れ
て
い
る
当
該
大
学
・
研
究
機
関
。（
現
地
集
合
の

場
合
も
多
い
で
す
。
） 

 

◆ 

二
～
十
名
程
度
で
野
外
活
動
な
ど
を
行
う
場
合
（
超
音
波
知
覚
者
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
東
京
の
散
策
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
、
自
然
・
庭
園
・
神
社
仏
閣
め

ぐ
り
、
動
植
物
研
究
な
ど
。
） 

● 
 

集
合
場
所
と
解
散
場
所
、
途
中
の
休
憩
・
食
事
場
所
（
カ
フ
ェ
・
喫
茶
店
・

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
）
な
ど
を
計
画
し
て
実
施
。 

 

◆ 

二
～
十
名
程
度
で
特
殊
な
環
境
で
行
う
場
合
一
（
重
度
の
発
達
・
知
的
・
身

体
障
害
者
、
精
神
疾
患
者
、
犯
罪
被
害
者
、
外
出
恐
怖
症
者
な
ど
が
参
加
さ

れ
る
場
合
。
岩
崎
式
日
本
語
研
究
会
な
ど
。） 

● 
 

該
当
の
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
施
設
で
実
施
。（
障
害
者
施
設
・D

V

シ

ェ
ル
タ
ー
・
被
虐
待
者
施
設
・
性
被
害
者
施
設
な
ど
。） 

 

◆ 

二
～
十
名
程
度
で
特
殊
な
環
境
で
行
う
場
合
二
（『
新
純
星
余
情
和
歌
集
』
全

解
釈
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
伝
統
和
歌
の
会
「
余
情
会
」。） 

● 
 

会
員
の
巫
女
の
自
宅
や
所
属
・
勤
務
し
て
い
る
神
社
。 

 

 

第
五
章 

会
員
制
度
の
導
入
（
二
〇
一
五
年
七
月
末
か
ら
） 

 

◆ 
 

二
〇
一
五
年
七
月
末
よ
り
、
会
員
制
度
を
導
入
し
、
こ
れ
ま
で
の
規
約
を

定
款
・
細
則
・
規
程
と
し
て
拡
充
し
ま
し
た
。 

◆ 
 

こ
れ
ら
は
、
主
に
次
の
理
由
か
ら
整
備
し
て
い
る
も
の
で
、
普
通
は
お
気

楽
に
会
員
規
程
だ
け
お
読
み
い
た
だ
い
て
ご
入
会
下
さ
れ
ば
十
分
で
す
。 

 

● 
 

附
属
サ
ー
ク
ル
（
定
款
上
の
分
科
会
に
相
当
）
の
一
つ
で
あ
る
日
本
共
感

覚
研
究
会
の
学
会
化
や
一
般
社
団
法
人
化
、
公
益
社
団
法
人
化
の
準
備
計
画

の
た
め
。 

詳
し
い
経
緯
に
つ
い
て
は
、
日
本
共
感
覚
研
究
会
の
以
下
の
フ
ァ
イ
ル
を

ご
覧
下
さ
い
。 

◎ 

日
本
共
感
覚
研
究
会
の
解
散
お
よ
び
岩
崎
純
一
現
会
長
の
個
人

交
流
会
・
勉
強
会
へ
の
本
会
の
再
吸
収
の
要
望
に
つ
い
て 

◎ 

岩
崎
純
一
現
会
長
の
個
人
交
流
会
・
勉
強
会
の
分
科
会
と
し
て

の
本
会
の
継
続
に
つ
い
て 
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● 
 

会
員
ど
う
し
や
会
員
と
共
感
覚
詐
欺
セ
ラ
ピ
ス
ト
ら
が
ト
ラ
ブ
ル
を
起

こ
し
た
り
、
共
感
覚
詐
欺
セ
ラ
ピ
ス
ト
ら
が
入
会
し
よ
う
と
し
た
り
私
（
岩

崎
）
と
関
わ
ろ
う
と
し
た
場
合
な
ど
に
、
当
該
セ
ラ
ピ
ス
ト
ら
を
正
当
に
除

名
・
追
放
す
る
た
め
の
明
文
化
さ
れ
た
規
定
を
設
け
、
法
的
責
任
の
所
在
を

明
確
化
す
る
た
め
。 

● 
 

ご
自
身
が
お
持
ち
の
共
感
覚
や
発
達
障
害
・
学
習
障
害
が
、
親
・
兄
弟
・

職
場
の
上
司
や
同
僚
・
友
人
・
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
か
ら
侮
蔑
さ
れ
た
り
虐

待
・
い
じ
め
・
パ
ワ
ハ
ラ
の
理
由
に
さ
れ
た
り
し
て
い
る
会
員
や
、
障
害
者

施
設
・
Ｄ
Ｖ
シ
ェ
ル
タ
ー
・
被
虐
待
者
施
設
・
性
被
害
者
施
設
な
ど
か
ら
ご

参
加
さ
れ
て
い
る
会
員
を
、
加
害
者
か
ら
保
護
し
、
本
会
へ
の
加
害
者
の
接

近
や
入
会
を
阻
止
す
る
た
め
。 

 

※ 
 

会
員
制
度
お
よ
び
規
約
の
整
備
に
よ
り
、
会
員
の
皆
様
と
私
（
岩

崎
）
や
本
会
と
の
関
係
は
、
一
定
以
上
の
契
約
関
係
に
な
り
ま
す
が
、

ご
く
普
通
に
良
識
の
範
囲
内
で
ご
参
加
い
た
だ
く
限
り
、
特
に
大
き

な
変
化
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
だ
い
て
結
構
で
す
。 

 

◆ 
 

す
で
に
交
流
会
・
勉
強
会
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
方
々
は
、
手
続
き
不
要
で
そ

の
ま
ま
会
員
と
な
れ
ま
す
が
、
不
都
合
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
連
絡
下
さ
い
。 

 

第
六
章 

規
約
（
定
款
・
細
則
・
規
程
等
） 

  

二
〇
一
八
年
四
月
二
十
一
日 

最
終
更
新 

  

本
章
の
各
規
約
は
、IJ

D
C

体
制
で
も
引
き
継
ぎ
、
改
定
し
て
い
る
。
個
人
交

流
会
・
勉
強
会
の
規
約
は
本
巻
を
、
日
本
共
感
覚
研
究
会
の
規
約
は
社
会
科
学

の
巻
、
法
令
に
基
づ
く
表
示
は
第
三
・
四
・
五
巻
を
見
よ
。 

 

● 

個
人
交
流
会
・
勉
強
会
の
各
規
約 

○ 

定
款
（
別
添
資
料
を
見
よ
。） 

○ 

役
員
規
程
（
別
添
資
料
を
見
よ
。） 

○ 

会
員
規
程
（
別
添
資
料
を
見
よ
。
当
時
、
一
般
の
ご
入
会
希
望
者
は
、

こ
れ
の
み
の
確
認
で
十
分
で
あ
っ
た
。） 

○ 

分
科
会 


 

日
本
共
感
覚
研
究
会
の
各
規
約 


 

定
款 


 

役
員
規
程 


 

会
員
規
程 


 

日
本
共
感
覚
学
会
の
設
立
及
び
、
本
会
又
は
同
学
会
の
法
人
化

に
関
す
る
細
則 


 

共
感
覚
の
検
証
実
験
、
聞
き
取
り
調
査
等
へ
の
役
員
、
会
員
の

参
加
協
力
等
に
伴
う
報
酬
、
謝
礼
等
に
関
す
る
規
程 


 

囮
（
お
と
り
）
調
査
及
び
不
慮
の
事
態
に
関
す
る
規
程 


 

「
共
感
覚
」
及
び
「
共
感
覚
者
」
の
学
術
的
定
義
の
標
準
化
の

提
言
及
び
保
護
の
宣
言 


 

役
員
・
会
員
の
活
動
の
模
式
図 
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● 

法
令
に
基
づ
く
表
示
（
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
な
ど
） 

 

 
第
七
章 

役
員
名
簿
・
会
員
情
報
（
全
会
員
数
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
会
員
数
、

構
成
） 

 

会
長 

兼 

幹
事 
兼 
業
務
執
行
理
事
（
民
法
上
の
業
務
執
行
組
合
員
） 

  

岩
崎
純
一
（
特
例
民
法
法
人
・
一
般
財
団
法
人
事
務
局
長
、
学
術
団
体
監
事
） 

※ 

こ
の
会
と
こ
の
サ
イ
ト
の
総
括
運
営
・
管
理
者
、
幹
事
、
会
員
名
簿

管
理
者
、
業
務
執
行
者
本
人
。 

※ 

ご
入
会
の
お
申
し
込
み
メ
ー
ル
（
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
を
含
む
）
は
、

私
だ
け
に
届
き
ま
す
。
他
の
役
員
・
会
員
が
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。 

 

業
務
執
行
理
事
（
民
法
上
の
業
務
執
行
組
合
員
） 

  

山
本
幸
子
（
公
益
社
団
法
人
職
員
、
学
術
団
体
監
事
） 

※ 

交
流
会
・
勉
強
会
の
補
佐
。
日
本
共
感
覚
研
究
会
副
会
長
。 

  

佐
々
美
世
子
（
自
営
業
） 

※ 

交
流
会
・
勉
強
会
の
補
佐
。
「
岩
崎
純
一
さ
ん
の
お
話
を
聴
く
会
」

代
表
・
幹
事
。 

 

● 
 

今
の
と
こ
ろ
、
ま
だ
和
気
藹
々
と
し
た
個
人
サ
ー
ク
ル
だ
と
言
え
ま
す
し
、

役
員
以
外
の
会
員
の
皆
様
方
に
は
あ
ま
り
影
響
の
な
い
こ
と
で
す
が
、
万
が

一
、
交
流
会
・
勉
強
会
の
規
模
が
大
き
く
な
っ
て
民
法
の
範
囲
を
越
え
た
り
、

特
に
学
術
的
専
門
性
の
高
い
附
属
サ
ー
ク
ル
（
日
本
共
感
覚
研
究
会
な
ど
）

の
社
会
貢
献
度
が
高
ま
っ
た
り
し
て
、
定
款
に
従
い
理
事
会
で
一
般
社
団
法

人
化
が
議
決
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
上
記
の
役
員
を
そ
の
ま
ま
法

人
法
上
の
役
員
に
昇
格
さ
せ
、
当
該
組
織
に
移
行
で
き
る
よ
う
、
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
。 

 

会
員
情
報
（
二
〇
〇
五
年
九
月
六
日
現
在
） 

 

◆ 

全
会
員
数
（
休
眠
会
員
を
含
む
）：
八
十
二
名 

◆ 

う
ち
ア
ク
テ
ィ
ブ
会
員
数
（
休
眠
会
員
で
な
い
会
員
）：
約
三
十
二
名 

◆ 

構
成
： 

● 
 

十
代
～
七
十
代
、
男
女
様
々 

● 
 

社
会
人
（
正
規
・
非
正
規
雇
用
問
わ
ず
）
、
無
職
、
主
婦
、
大
学
生
、
高

校
生
、
中
学
生
（
児
童
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
が
代
理
で
ご
入
会
手
続
き
済

み
） 

 

 

第
八
章 

全
会
員
を
一
斉
に
集
め
な
い
理
由
（
私
の
ポ
リ
シ
ー
や
ス
タ
イ

ル
と
、
少
人
数
制
・
分
野
別
選
抜
制
と
の
兼
ね
合
い
） 

 

◆ 
 

便
宜
的
に
「
個
人
交
流
会
・
勉
強
会
」
と
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、



『岩崎純一全集』第二巻「序説、総記（二）」 

41 

 

以
下
の
理
由
に
よ
り
、
会
長
で
あ
る
私
（
岩
崎
）
が
主
催
し
幹
事
を
す
る
限

り
、
大
き
な
教
室
・
会
議
室
等
を
借
り
て
全
会
員
を
一
斉
に
集
め
る
形
式
は

採
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

（
私
以
外
の
会
員
が
主
催
し
て
下
さ
っ
て
い
る
「
岩
崎
純
一
さ
ん
の
お
話
を
聴

く
会
」
や
「
続 
岩
崎
純
一
さ
ん
に
会
い
た
い
会
」
は
例
外
。） 

 

【
理
由
】 

 

● 
 

少
人
数
ま
た
は
１
対
１
の
ほ
う
が
、
現
実
と
し
て
、
中
身
の
濃
い
話
が
集

中
し
て
し
っ
か
り
と
で
き
て
い
る
た
め
。 

私
（
岩
崎
）
自
身
が
こ
の
形
式
が
好
き
で
あ
る
た
め
。 

元
よ
り
学
術
が
主
目
的
の
集
会
で
あ
り
、
和
気
藹
々
と
は
し
て
い
る
が
、

大
人
数
で
騒
ぐ
よ
う
な
オ
フ
会
を
目
的
と
し
て
い
な
い
た
め
。 

● 
 

本
会
の
趣
旨
・
性
質
上
、
大
人
数
が
苦
手
な
（
少
人
数
だ
と
お
話
が
し
や

す
い
）
統
合
失
調
症
、
気
分
障
害
、
社
交
不
安
障
害
、
各
種
恐
怖
症
、
強
迫

性
障
害
、P

T
S

D

、
発
達
障
害
、
学
習
障
害
な
ど
の
会
員
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

た
め
。 

● 
 

皆
様
の
ご
職
業
、
学
校
、
休
日
の
日
程
、
お
住
ま
い
の
地
域
、
世
代
、
性

別
、
ご
興
味
の
あ
る
内
容
な
ど
が
バ
ラ
バ
ラ
で
、
ご
予
定
や
タ
イ
ミ
ン
グ
が

合
わ
な
い
場
合
が
あ
る
た
め
。 

※ 

こ
れ
は
仕
方
が
な
い
こ
と
で
す
の
で
、
私
の
ほ
う
で
調
整
し
て
い
ま

す
。 

● 
 

主
催
者
で
あ
る
私
と
本
サ
イ
ト
が
扱
っ
て
い
る
学
術
分
野
が
あ
ま
り
に

膨
大
す
ぎ
る
こ
と
も
あ
り
、
会
員
の
皆
様
ご
と
に
分
野
別
の
ミ
ニ
サ
ー
ク
ル

が
派
生
・
細
分
化
と
再
集
合
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
肝
心
の
母
体
で
、
全
て

の
分
野
を
扱
う
「
個
人
交
流
会
・
勉
強
会
」
の
人
数
が
一
定
し
な
い
た
め
。 

※ 

た
だ
し
、
私
が
主
催
ま
た
は
参
加
し
て
い
る
附
属
・
派
生
サ
ー
ク
ル

（「
個
人
交
流
会
・
勉
強
会
」
内
に
設
置
）
は
、
安
定
し
た
運
営
を

続
け
て
お
り
ま
す
。 

● 
 

私
（
岩
崎
）
は
、
社
会
的
立
場
と
し
て
は
、
あ
く
ま
で
も
他
に
職
業
を
持

っ
て
い
る
一
般
人
に
す
ぎ
ず
（
正
規
の
大
学
教
員
・
学
者
・
研
究
者
な
ど
で

は
な
く
）
、
今
す
ぐ
に
個
人
で
研
究
活
動
の
た
め
の
大
き
な
助
成
・
支
援
を

受
け
た
り
、
会
員
の
皆
様
に
自
由
に
提
供
で
き
る
自
分
の
研
究
室
・
教
室
・

不
動
産
な
ど
を
持
っ
た
り
す
る
目
処
が
な
く
、
本
会
を
拡
大
で
き
な
い
た
め
。 

（
こ
れ
ま
で
に
も
、
大
学
・
研
究
機
関
・
政
府
機
関
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団
体

に
呼
ば
れ
て
授
業
・
講
話
・
助
言
な
ど
は
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
い
か
な
る
団
体
と
も
特
定
の
利
害
・
従
属
関
係
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
あ
る

意
味
で
は
、
そ
れ
が
私
の
癖
、
ポ
リ
シ
ー
や
ス
タ
イ
ル
で
も
あ
り
、
日
本
共

感
覚
研
究
会
で
さ
え
他
団
体
と
の
馴
れ
合
い
が
嫌
で
私
費
で
運
営
・
活
動
し

て
い
る
ほ
ど
で
す
の
で
、
し
ば
ら
く
は
こ
の
ス
タ
イ
ル
が
続
く
で
あ
ろ
う
と

考
え
ら
れ
ま
す
。） 

※ 

た
だ
し
、
将
来
的
に
交
流
会
・
勉
強
会
用
の
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
や
間

借
り
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。 

 

 
第
九
章 

最
初
か
ら
私
（
岩
崎
）
と
一
対
一
で
の
面
会
・
対
談
を
ご
希
望

さ
れ
る
場
合 
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◆ 

 

開
催
方
式
に
書
い
た
理
由
以
外
に
、
最
初
か
ら
私
（
岩
崎
）
と
１
対
１
で

の
面
会
・
対
談
も
可
能
で
す
。
ご
希
望
の
場
合
は
、
随
時
メ
ー
ル
な
ど
で
ご

連
絡
下
さ
っ
て
結
構
で
す
。 

個
人
メ
ー
ル
（
ご
質
問
、
私
信
な
ど
）
に
つ
い
て
の
ペ
ー
ジ
に
も
説
明
を

書
い
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。 

（
一
対
一
で
の
面
会
・
対
談
を
「
個
人
交
流
会
・
勉
強
会
」
の
回
数
（
第
●

回
）
に
カ
ウ
ン
ト
す
る
か
ど
う
か
は
、
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
ま
す
。） 

 

 

第
十
章 

開
催
方
式
（
優
先
事
項
、
順
番
待
ち
の
仕
方
な
ど
） 

 

◆ 
 

基
本
的
に
、
少
人
数
制
、
会
長
・
役
員
に
よ
る
参
加
者
の
分
野
別
選
抜
制

を
優
先
し
て
い
ま
す
。 

稀
に
、
他
の
会
員
の
心
身
不
良
や
ド
タ
キ
ャ
ン
、
交
通
麻
痺
な
ど
で
、
私

（
岩
崎
）
と
一
対
一
で
の
面
会
・
対
談
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ご
了
承
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

（
最
初
か
ら
一
対
一
を
ご
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
以
下
へ
ど
う
ぞ
。→

→

最

初
か
ら
私
（
岩
崎
）
と
一
対
一
で
の
面
会
・
対
談
を
ご
希
望
さ
れ
る
場
合
） 

以
下
に
、
あ
る
数
回
を
抜
き
出
し
て
例
を
示
し
ま
す
の
で
、
ご
参
照
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

★ 

【
前
提
】
会
員
1
（
岩
崎
純
一
）、
会
員
2
、
会
員
3
、・
・
・

会
員
n
（
n
は
全
会
員
の
現
在
数
）
と
す
る
。 

 

● 
 

第
a
回 

交
流
会
・
勉
強
会
（
特
定
の
学
術
分
野
よ
り
も
交
流
が
メ
イ
ン
。

ご
入
会
順
に
集
め
る
。） 

 

参
加
者
： 

岩
崎
、
会
員
11
、
会
員
12
、
会
員
13
、
会
員
14 

  
↓
↓
↓

 

 

● 
 

第
a
＋
1
回 

交
流
会
・
勉
強
会
（
特
定
の
学
術
分
野
よ
り
も
交
流
が
メ

イ
ン
だ
が
、
大
人
数
が
苦
手
な
発
達
障
害
者
（
会
員
15
）
が
参
加
。
ご
入

会
順
に
少
人
数
を
集
め
る
。） 

 

参
加
者
： 

岩
崎
、
会
員
15
、
会
員
16 

  
↓
↓
↓

 

 

● 
 

第
a
＋
2
回 

交
流
会
・
勉
強
会
（
新
規
会
員
の
歓
迎
会
を
兼
ね
る
。
ご

興
味
の
あ
る
分
野
が
新
規
会
員
と
最
も
近
い
会
員
を
数
人
集
め
る
。
） 

 

参
加
者
： 

岩
崎
、
会
員
7
、
会
員
31
、
会
員
n
（
新
規
） 

  
↓
↓
↓

 

 
● 

 

第
a
＋
3
回 

交
流
会
・
勉
強
会
（
特
定
の
学
術
分
野
が
メ
イ
ン
。
附
属
・

派
生
サ
ー
ク
ル
（
定
款
上
の
分
科
会
に
相
当
）
に
挙
げ
て
あ
る
も
の
の
い
ず

れ
か
。
ご
入
会
順
に
、
ご
興
味
の
あ
る
会
員
だ
け
を
飛
び
飛
び
に
集
め
る
。） 
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参
加
者
： 

岩
崎
、
会
員
12
、
会
員
23
、
会
員
36 

  
↓
↓
↓

 

 

● 
 

一
対
一
で
の
面
会
・
対
談
（
私
（
岩
崎
）
と
一
対
一
で
の
面
会
・
対
談
を

ご
希
望
さ
れ
る
場
合
か
ら
の
お
申
し
込
み
。
） 

 

参
加
者
： 

岩
崎
、
会
員
n
＋
1
（
新
規
） 

  
↓
↓
↓

 

 

● 
 

第
a
＋
4
回 

交
流
会
・
勉
強
会
（
特
定
の
学
術
分
野
よ
り
も
交
流
が
メ

イ
ン
。
第
a
＋
1
回
の
続
き
か
ら
ご
入
会
順
に
集
め
る
。） 

 

参
加
者
： 

岩
崎
、
会
員
17
、
会
員
18
、
会
員
19
、
会
員
20 

  
↓
↓
↓

 

 

● 
 

理
事
会
（
全
会
員
か
ら
選
ば
れ
た
役
員
の
会
議
。） 

 

参
加
者
： 

岩
崎
、
会
員
2
、
会
員
7
、
会
員
27 

  
↓
↓
↓

 

 

● 
 

第
a
＋
5
回 

交
流
会
・
勉
強
会
（
特
定
の
学
術
分
野
に
つ
い
て
の
臨

時
・
緊
急
の
会
。
附
属
・
派
生
サ
ー
ク
ル
（
定
款
上
の
分
科
会
に
相
当
）
に

挙
げ
て
あ
る
も
の
の
い
ず
れ
か
。
ご
興
味
の
あ
る
会
員
だ
け
を
飛
び
飛
び
に

集
め
る
。） 

 

参
加
者
： 

岩
崎
、
会
員
5
、
会
員
34 

  
↓
↓
↓

 

 

● 
 

第
a
＋
6
回 

交
流
会
・
勉
強
会
（
特
定
の
学
術
分
野
よ
り
も
交
流
が
メ

イ
ン
。
ご
入
会
順
に
集
め
る
。
た
だ
し
、
会
員
23
は
、
第
a
＋
3
回
の
特

定
の
学
術
分
野
に
し
か
興
味
が
な
く
、
多
分
野
で
の
交
流
が
メ
イ
ン
の
会
に

は
不
参
加
。） 

 

参
加
者
： 

岩
崎
、
会
員
21
、
会
員
22
、
会
員
24
、
会
員
25 

  
↓
↓
↓

 

  

以
下
、
同
様
に
続
く
。 

 

 

第
十
一
章 

ご
参
加
方
法
（
入
会
申
込
と
入
会
許
可
書
） 

 

● 
 

ま
ず
は
、
規
約
（
定
款
・
細
則
・
規
程
）
の
個
人
交
流
会
・
勉
強
会
の
会

員
規
程
を
お
読
み
下
さ
い
。 

  
↓
↓
↓
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● 
 

会
員
規
程
に
ご
同
意
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
、
以
下
の
内
容
を
メ
ー
ル
に
ご

記
入
の
上
、
勉
強
会
へ
の
参
加
希
望
の
旨
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。（
細
か
な

形
式
は
自
由
。
） 

※ 
お
申
し
込
み
メ
ー
ル
（
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
を
含
む
）
は
、
私
（
岩
崎
）

だ
け
に
届
き
ま
す
。
他
の
役
員
・
会
員
が
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

※ 

以
下
の
便
利
な
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
を
利
用
し
て
お
申
し
込
み
い
た

だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。 

※ 

メ
ー
ル
が
使
え
な
い
方
は
、
書
面
で
の
や
り
取
り
を
検
討
い
た
し
ま

す
の
で
、
最
初
に
別
の
方
の
メ
ー
ル
な
ど
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。 

 

◆ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
・
・o

ffice
@

iw
a

sa
k

iju
n

ich
i.n

e
t 

◆ 

メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
の
ご
利
用
も
可
（
「
個
人
交
流
会
・
勉
強
会
」
お
申
し
込

み
用
の
チ
ェ
ッ
ク
欄
あ
り
。） 

◆ 
m

ix
i

やT
w

itte
r

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
お
送
り
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。 

 

【
メ
ー
ル
に
お
書
き
下
さ
い
。】 

 

■
ご
氏
名
ま
た
は
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム 

※
必
須 

● 

の
ち
ほ
ど
結
局
ご
本
名
を
お
教
え
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
最
初
は

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
も
結
構
で
す
。 

 

■
生
年
月
日 

※
任
意 

● 

少
な
く
と
も
生
年
は
ご
入
力
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。 

 

■
性
別 

※
任
意 

● 

い
ず
れ
分
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
お
申
し
込
み
時
点
で
は
任
意
で
す
。 

 

■
ご
職
業
・
お
肩
書
き 

※
必
須 

● 

「
学
生
」・「
専
業
主
婦
」・「
無
職
」
な
ど
の
入
力
も
も
ち
ろ
ん
可
能
で
す
。 

 

■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

※
必
須 

 

■
ご
住
所 

※
任
意 

● 

実
施
場
所
を
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
際
に
用
い
ま
す
の
で
、
少
な
く
と
も
都

道
府
県
名
は
ご
入
力
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。 

● 

私
（
岩
崎
純
一
）
の
住
所
（
兼 

個
人
交
流
会
・
勉
強
会
事
務
局
）
の
情
報

の
開
示
を
先
に
請
求
さ
れ
た
い
場
合
、
都
道
府
県
名
以
外
は
未
記
入
の
ま
ま

に
し
て
下
さ
い
。 

 

■
電
話
番
号
（
携
帯
電
話
可
） 

※
任
意 

● 

私
（
岩
崎
純
一
）
の
電
話
番
号
の
開
示
を
先
に
請
求
さ
れ
た
い
場
合
、
未
記

入
の
ま
ま
に
し
て
下
さ
い
。 

 
■
開
設
し
て
い
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・
ブ
ロ
グ
な
ど
の
ア
ド
レ
ス 

※
任
意 

● 

ご
入
力
い
た
だ
け
れ
ば
、
ぜ
ひ
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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● 

ご
希
望
に
よ
り
、
私
の
サ
イ
ト
か
ら
リ
ン
ク
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能

で
す
。 

 

■
そ
の
ほ
か
、
拙
著
や
当
サ
イ
ト
に
つ
い
て
、
ご
興
味
の
あ
る
話
題
や
ご
質
問

を
お
書
き
下
さ
い
。 

  
↓
↓
↓

 

 

■
簡
単
な
審
査
後
、
入
会
許
可
書
を
メ
ー
ル
添
付
ま
た
は
郵
送
に
て
お
送
り
い

た
し
ま
す
。 

 

※ 

ご
記
入
の
内
容
は
、
当
交
流
会
・
勉
強
会
以
外
の
目
的
で
使
用
す
る

こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
法
令
に
基
づ
く
表
示
（
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
な
ど
）
も
ご
参
照
下
さ
い
。 

 

● 
 

入
会
許
可
書
の
例
（
閲
覧
希
望
者
は
個
別
に
岩
崎
ま
で
問
い
合
わ
せ
よ
。） 

 

 

第
十
二
章 

会
員
名
簿
の
閲
覧
請
求
に
つ
い
て 

  

会
員
名
簿
は
、
会
長
の
私
（
岩
崎
）
の
み
が
管
理
し
て
お
り
、
他
の
役
員
・

会
員
は
基
本
的
に
は
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

 

た
だ
し
、
交
流
会
・
勉
強
会
で
気
の
合
っ
た
会
員
が
い
て
、
ご
連
絡
先
を
聞

く
の
を
お
忘
れ
に
な
っ
た
場
合
な
ど
は
、
私
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
当
該

会
員
の
許
可
が
得
ら
れ
た
場
合
に
限
り
、
当
該
会
員
の
情
報
の
み
を
お
教
え
い

た
し
ま
す
。 

 

 

第
十
三
章 

活
動
資
金
の
ご
寄
付
・
ご
支
援
を
希
望
さ
れ
る
方
へ 

  

本
会
は
、
社
交
不
安
障
害
・
恐
怖
症
・P

T
S

D

や
発
達
障
害
・
学
習
障
害
な

ど
を
抱
え
職
に
就
け
て
い
な
い
方
々
な
ど
に
も
会
員
の
門
戸
を
ひ
ら
く
た
め
、

定
款
や
会
員
規
程
に
基
づ
き
、
会
費
制
度
を
設
け
て
お
り
ま
せ
ん
。 

 

会
員
規
程
第
五
条
第
二
項
の
通
り
、「
会
長
又
は
役
員
を
除
く
一
般
の
会
員
は
、

各
回
の
交
流
会
・
勉
強
会
に
お
い
て
個
人
と
し
て
自
身
の
交
通
費
・
食
費
等
の

実
費
の
み
を
負
担
し
、
交
流
会
・
勉
強
会
の
管
理
・
運
営
（
定
款
等
の
規
約
、

役
員
・
会
員
名
簿
、
理
事
会
・
総
会
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
の
管
理
・
運
営
等
）

に
か
か
る
費
用
は
会
長
又
は
役
員
が
負
担
す
る
」
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

現
在
の
と
こ
ろ
、
喫
緊
に
カ
ン
パ
な
ど
の
ご
寄
付
・
ご
支
援
が
必
要
な
状
況

に
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
本
会
の
活
動
に
ご
関
心
が
あ
り
、
ご
寄
付
・
ご
支
援

を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
ご
一
報
下
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

次
の
ペ
ー
ジ
も
ご
参
照
下
さ
い
。 

 

● 

法
令
に
基
づ
く
表
示 

  

な
お
、
拙
著
（
電
子
書
籍
を
含
む
）
を
直
接
お
手
に
取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

な
ど
も
、
あ
り
が
た
い
ご
支
援
の
一
部
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
ご
支
援
分
は
現
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在
の
と
こ
ろ
、
母
体
と
し
て
の
本
会
に
加
え
、
特
に
共
益
的
で
社
会
貢
献
度
が

高
い
と
考
え
ら
れ
る
本
会
附
属
の
日
本
共
感
覚
研
究
会
の
研
究
・
調
査
活
動
に

回
し
て
お
り
ま
す
。 

次
の
ペ
ー
ジ
も
ご
参
照
下
さ
い
。 

 

● 

活
動
資
金
の
拠
出
の
現
状
と
間
接
的
な
ご
支
援
の
お
願
い
（
日
本
共
感
覚
研

究
会
サ
イ
ト
内
。
岩
崎
純
一
会
長
よ
り
） 

● 

著
書
の
紹
介
ペ
ー
ジ
へ 

『
音
に
色
が
見
え
る
世
界 

「
共
感
覚
」
と
は
何
か
』 

『
私
に
は
女
性
の
排
卵
が
見
え
る 
共
感
覚
者
の
不
思
議
な
世
界
』 

  
 
 

第
十
四
章 

附
属
・
派
生
サ
ー
ク
ル
一
覧
（
定
款
上
の
分
科
部
局
に
相
当
） 

 

◆ 
 

こ
れ
ま
で
に
「
岩
崎
純
一
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」
を
通
じ
て
誕
生
し
た
サ
ー

ク
ル
（
メ
ン
バ
ー
を
兼
ね
る
サ
ー
ク
ル
）
は
以
下
の
通
り
で
す
。（
代
表
者

の
敬
称
略
。） 

◆ 
 

個
人
交
流
会
・
勉
強
会
が
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ク
ル
の
母
体
と
し
て
二
〇
〇

五
年
七
月
末
よ
り
会
員
制
度
を
導
入
し
た
た
め
、
個
人
交
流
会
・
勉
強
会
に

ご
入
会
後
、
ど
れ
に
で
も
簡
単
な
手
続
き
の
み
で
ご
入
会
で
き
ま
す
。 

附
属
・
派
生
サ
ー
ク
ル
の
本
部
・
支
部
（
ご
協
力
者
）
へ
の
直
通
メ
ー
ル
一
覧 

（
全
て
が
、
岩
崎
ま
た
は
ご
協
力
者
が
立
ち
上
げ
た
学
術
サ
ー
ク
ル
・
グ
ル
ー

プ
で
す
。
） 

 

＊ 

お
問
い
合
わ
せ
は
メ
ー
ル
に
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

＊ 

大
学
に
申
請
し
、
大
学
の
講
義
・
ゼ
ミ
・
特
別
講
座
・
講
演
・
講
話
会
な

ど
と
し
て
（
担
当
教
員
を
主
催
者
・
司
会
者
な
ど
と
し
て
）
開
催
さ
れ
た
活
動
・

事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
に
主
催
大
学
（
担
当
教
員
）
の
手
を
離
れ
た
も
の

し
か
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
の
ほ
か
の
講
義
・
ゼ
ミ
・
特
別
講
座
・
講
演
・

講
話
会
に
つ
い
て
は
、
岩
崎
が
講
義
・
ゼ
ミ
・
特
別
講
座
・
講
演
・
講
話
会
・

実
験
協
力
を
行
っ
た
大
学
な
ど
へ
の
リ
ン
ク
の
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。 

  

 

岩
崎
人
間
学
研
究
会 

（
主
催
：
岩
崎
純
一
） 

：
精
神
疾
患
研
究
、
岩
崎
式
言
語
体
系
、
創
作
文
明
、
神
道
・

仏
教
、
和
歌
な
ど
、
私
（
岩
崎
）
が
中
心
と
な
っ
て
始
め
た

当
サ
イ
ト
の
多
く
の
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
の
ご
協
力
や
、
未
来
年

表
の
作
成
な
ど
。「
日
本
的
共
感
覚
人
間
学
研
究
会
」
か
ら
移

行
。 

 

 

精
神
病
理
学
・
精
神
疾
患
研
究 

（
主
催
：
岩

崎
純
一
） 

：IC
D

お
よ
び

D
S

M

に
規
定
さ
れ
て
い
る

精
神
・
発
達
・
行
動
関
連
障
害
を
診
断
さ
れ



『岩崎純一全集』第二巻「序説、総記（二）」 

47 

 

た
方
々
に
出
会
う
、
岩
崎
個
人
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
。
基
本
的
に
、
私
宛
て
に
面

会
希
望
の
ご
連
絡
を
下
さ
っ
た
方
々
と
面
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。
施
設
訪
問
や

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
行
っ
て
い
ま
す
。
性
被
害
・
Ｄ
Ｖ
被
害
女
性
の
専
用
施

設
に
つ
い
て
は
、
男
性
の
出
入
り
を
制
限
・
禁
止
し
て
い
る
場
合
が
多
い
た
め
、

お
呼
び
い
た
だ
い
た
区
画
の
み
を
訪
問
・
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

  

岩
崎
式
日
本
語
研
究
会 

（
代
表
：
岩
崎
純
一
） 

：
私
の
考
案
し
た
人
工
言
語
（
コ
ン
ラ
ン
グ
・C

o
n

la
n

g

）
で

あ
る
岩
崎
式
日
本
語
と
い
う
言
語
に
つ
い
て
の
議
論
。
解
離
性

障
害
者
な
ど
と
会
話
で
き
る
文
法
の
構
築
の
試
み
。 

   

岩
崎
式
日
本
語
ペ
デ
ィ
ア 

（
代
表
：
武
田
あ
さ
ゑ
） 

：
岩
崎
式
日
本
語
の
百
科
事
典
。 

    

寿
羅
穂
里
阿
文
明
（
岩
崎
式
文
明
論
） 

（
代
表
：
武
田
あ
さ

ゑ
） 

：
文
明
創
作
の
試
み
。
文
明
内
で
岩
崎
式
日
本
語
が
使
用
さ
れ

て
い
る
設
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

    

神
道
・
仏
教
研
究 

（
主
催
：
岩
崎
純
一
）（
共
催
：
巫
女
の
方
々
） 

：
私
（
岩
崎
純
一
）
自
身
の
家
系
は
、
軍
人
（
近
衛
兵
・
陸
軍
将
校
）・

教
育
者
・
曹
洞
宗
と
い
う
文
人
・
武
人
の
家
系
で
す
が
、
個
人
的
に

は
、
神
道
と
仏
教
を
網
羅
的
に
在
野
で
研
究
し
て
い
ま
す
。 

    

『
新
純
星
余
情
和
歌
集
』
全
解
釈
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

（
主
催
：
岩
崎

純
一
） 

：
私
（
岩
崎
）
の
詠
ん
だ
和
歌
の
現
代
語
訳
・
解
説
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。 

   

伝
統
和
歌
の
会
「
余
情
会
」 

（
代
表
：
長
満
た
き
）（
開
闔
（
か
い

こ
う
）：
岩
崎
純
一
） 

：
伝
統
和
歌
の
詠
進
。
歌
会
・
歌
合
。
黒
髪
で
あ
る
こ
と
が
参
加
条
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件
。
茶
髪
・
ピ
ア
ス
参
加
禁
止
。
和
服
は
任
意
。
私
岩
崎
の
ネ
ッ

ト
歌
集
の
試
み
で
あ
る
『
新
純
星
余
情
和
歌
集
』
の
全
訳
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
も
ご
協
力
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
私
岩
崎
の
役
職
は
開
闔

（
か
い
こ
う
）
。 

 
大
日
本
帝
国
陸
軍
岡
山
歩
兵
第
十
連
隊
・
岡
山
近
衛
兵
将
校
子
孫

会 

（
代
表
：
岩
崎
純
一
） 

：
岡
山
歩
兵
第
十
連
隊
と
岡
山
県
出
身
の
近
衛
師
団
・
連
隊
の
将
校

の
子
孫
を
中
心
と
す
る
戦
史
・
郷
土
研
究
団
体
で
す
。
大
本
営
や
南

方
軍
、
方
面
軍
か
ら
何
を
命
令
さ
れ
、
部
下
の
兵
士
た
ち
に
何
を
命

令
し
、
戦
後
に
何
に
苦
し
ん
だ
か
を
、
無
為
の
境
地
で
研
究
し
ま
す
。 

  

岩
崎
純
一
の
共
感
覚
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
文
字
、
数
字
、
円
周
率
、
音

階
、
将
棋
、
地
図
、
自
動
車
、
鉄
道
、
超
数
学
理
論
、
元
素
周
期
表

の
色
彩
記
憶
な
ど
） 

（
代
表
：
岩
崎
純
一
） 

：
岩
崎
純
一
自
身
の
共
感
覚
の
記
録
。 

  

日
本
共
感
覚
研
究
会
（
旧 

日
本
共
感
覚
関
連
動
向
調
査
会
） 

（
会
長
：

岩
崎
純
一
） 

：
「
共
感
覚
」
を
巡
る
日
本
社
会
の
実
態
の
調
査
・
追
跡
活
動
。 

 

 

超
音
波
知
覚
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
東
京 

（
代
表
：
岩
崎
純
一
） 

：
超
音
波
知
覚
者
に
よ
る
都
内
の
超
音
波
発
生
ス
ポ
ッ
ト
の
報
告
と
、

コ
ウ
モ
リ
研
究
者
の
ご
同
行
な
ど
に
よ
る
ス
ポ
ッ
ト
の
実
地
調
査
。 

   

岩
崎
純
一C

M
S

 

（
代
表
：
岩
崎
純
一
） 

：
「
岩
崎
純
一
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」
を
稼
動
さ
せ
て
い
る
コ
ン
テ

ン
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
開
発
の
継
続
。
ほ
ぼ
私
一
人
で

行
っ
て
い
ま
す
が
、
他
の
メ
ン
バ
ー
の
協
力
を
得
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。 

  

岩
崎
純
一
さ
ん
の
お
話
を
聴
く
会 

（
主
催
：
佐
々
美
世
子
、
上

野
紗
奈
、
高
島
ひ
と
み
）（
講
話
、
運
営
の
補
佐
：
岩
崎
純
一
） 

：
初
回
に
学
生
向
け
の
大
き
な
講
話
会
（
リ
ン
ク
先
）
を
ひ
ら
い

て
下
さ
り
、
そ
の
後
は
、
そ
れ
を
聴
講
し
て
下
さ
っ
た
一
部
の
学

生
・
主
婦
・
Ｏ
Ｌ
が
残
っ
て
、
私
を
呼
ん
で
下
さ
っ
て
い
ま
す
。 

一
部
の
研
究
会
・
講
義
テ
キ
ス
ト
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

続 

岩
崎
純
一
さ
ん
に
会
い
た
い
会 

（
主
催
：
渡
辺
未
来 

↓
 

上

野
紗
奈
、
曽
我
部
丹
佳
、
小
山
由
香
）
（
講
話
、
運
営
の
補
佐
：
岩
崎
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純
一
） 

：
初
回
に
学
生
向
け
の
大
き
な
講
話
会
（
リ
ン
ク
先
）
を
ひ
ら
い
て
下

さ
り
、
そ
の
後
は
、
そ
れ
を
聴
講
し
て
下
さ
っ
た
一
部
の
学
生
が
残

り
、
数
名
の
主
婦
・
Ｏ
Ｌ
が
加
わ
り
、
「
続
」
と
し
て
私
を
呼
ん
で

下
さ
っ
て
い
ま
す
。 

一
部
の
研
究
会
・
講
義
テ
キ
ス
ト
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

 

岩
崎
純
一
さ
ん
と
の
合
同
勉
強
会 

（
主
催
：
伊
田
小
春
、
佐
々

木
愛
華
）
（
講
話
、
運
営
の
補
佐
：
岩
崎
純
一
） 

：
複
数
の
大
学
の
学
生
た
ち
が
私
を
呼
ん
で
下
さ
っ
て
い
ま
す
。 

一
部
の
研
究
会
・
講
義
テ
キ
ス
ト
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

  

岩
崎
純
一
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス 

（
代
表
：

長
谷
川
彩
）（
講
話
、
運
営
の
補
佐
：
岩
崎
純
一
） 

：
私
が
ご
相
談
を
受
け
て
交
流
し
て
き
た
、
精
神
・
身
体
症
状

や
共
感
覚
、
そ
の
他
の
特
殊
知
覚
・
症
状
を
持
つ
女
性
の
皆
様

に
管
理
・
運
営
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
こ
れ

ら
の
女
性
の
皆
様
が
入
居
者
の
多
く
を
占
め
る
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
型
の
女
性
寮
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
も
寮
を
支
援
し
て

い
ま
す
。 

 

女
性
に
特
有
の
症
状
・
知
覚
に
つ
い
て
は
、
寮
生
に
解
説
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

●
「
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
型
女
性
寮
と
の
連
携
、
お
よ
び
入
居
女
性
に
よ
る
特
殊
症

状
・
知
覚
の
解
説
の
分
担
に
つ
い
て
」
を
ご
参
照
下
さ
い
。 

 

糸
姫
会
（
い
と
ひ
め
か
い
） 

（
代
表
：
藤
山
セ
ン
） 

：
か
る
た
・
羽
根
つ
き
・
貝
合
・
花
い
ち
も
ん
め
な
ど
、
日
本
古
来
の
女
性
の

遊
び
を
お
こ
な
う
。（
私
は
、
遊
び
で
使
わ
れ
る
和
歌
を
詠
ん
で
提
供
。） 

 

仮
想
御
殿
「
武
蔵
幻
想
邸
」 

（
主
催
：
岩
崎
純
一
・
藤
原
家
々
） 

：「
岩
崎
純
一
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」
へ
の
ご
訪
問
者
有
志
が
居
住
す
る
架
空
御
殿
。

所
属
サ
ー
ク
ル
と
い
う
よ
り
は
、
遊
び
で
す
。 

 

共
感
覚
者
和
歌
の
会
：
解
散
し
ま
し
た
。 

（
代
表
：
戸
井
留
子
） 

：
余
情
会
の
下
部
サ
ー
ク
ル
。 

 

花
薄
会
（
は
な
す
す
き
か
い
）：
解
散
し
ま
し
た
。 

（
主
催
：
青
柳
香
織
） 

：
閃
輝
暗
点
者
・
離
人
症
者
・
強
迫
性
障
害
者
な
ど
の
会
。
頭
痛
や
不
定
愁
訴

に
効
果
の
あ
る
食
べ
物
な
ど
の
議
論
。 

 

空
木
会
（
う
つ
ぎ
か
い
）：
解
散
し
ま
し
た
。 

（
幹
事
：
小
野
薫
枝
） 

：
日
本
人
の
共
感
覚
な
ど
、
感
覚
・
知
覚
の
研
究
会
。
音
を
聞
い
て
色
を
塗
る

な
ど
し
て
遊
ぶ
。 
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岩
崎
純
一
研
究
会
：「
岩
崎
純
一
さ
ん
と
の
合
同
勉
強
会
」、「
岩
崎
純
一
さ
ん
の

お
話
を
聴
く
会
」
、
「
続 

岩
崎
純
一
さ
ん
に
会
い
た
い
会
」
の
女
性
三
サ
ー
ク

ル
の
総
称
。
こ
の
研
究
会
は
、
現
在
、
ほ
ぼ
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
の
女
性
部

局
と
な
っ
て
い
る
。 

 

◆ 

時
々
間
違
え
ら
れ
ま
す
が
、
以
下
の
共
感
覚
自
然
感
知
研
究
会
（
解
散
済

み
。
主
催
：
水
橋
裕
子
様
）
や
日
本
共
感
覚
協
会
（
代
表
：
松
田
英
子
様
）
は
、

私
の
交
流
会
・
勉
強
会
か
ら
の
派
生
サ
ー
ク
ル
や
本
会
の
関
係
サ
ー
ク
ル
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

（
た
だ
し
、
私
自
身
も
含
め
て
何
人
か
の
交
流
会
・
勉
強
会
会
員
が
メ
ン
バ
ー

を
兼
ね
て
い
ま
す
。
） 

 

共
感
覚
自
然
感
知
研
究
会
：
解
散
し
ま
し
た
。 
（
主
催
：
水
橋
裕
子
） 

：
共
感
覚
に
よ
る
自
然
感
知
（
地
震
・
津
波
な
ど
）
を
皆
で
記
録
、
議
論
。 

・
・
・m

ix
i

ペ
ー
ジ 

・
・
・m

ix
i

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

 

日
本
共
感
覚
協
会
：
解
散
し
ま
し
た
。 

（
代
表
：
松
田
英
子
） 

：
日
本
人
の
共
感
覚
の
遺
伝
学
的
側
面
の
調
査
と
議
論
。
被
験
者
を
募
集
中
。 

  

こ
の
ほ
か
、
別
添
の
岩
崎
純
一
関
連
学
術
グ
ル
ー
プ
・
サ
ー
ク
ル
の
変
遷
表

も
ご
参
照
下
さ
い
。 

 

● 
 

個
人
勉
強
会
掲
示
板
（B

B
S

） 

 

専
用
パ
ス
ワ
ー
ド
で
お
入
り
下
さ
い
。（
最
近
は
ほ
と
ん
ど
不
使
用
で
す
。） 

 

● 
 

以
下
の
【
参
考
】
に
留
意
事
項
と
し
て
掲
げ
る
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

当
交
流
会
・
勉
強
会
に
お
申
し
込
み
下
さ
っ
た
方
々
に
も
適
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。） 

【
参
考
】
日
本
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ブ
ー
ム
、
脳
ブ
ー
ム
、
超
常
現
象
・

オ
カ
ル
ト
科
学
ブ
ー
ム
、
カ
ル
ト
・
新
宗
教
団
体
等
の
現
状
に
鑑
み
た
、
共

感
覚
等
の
扱
い
に
関
す
る
留
意
事
項 

  

第
六
部 

岩
崎
以
外
の
皆
様
が
立
ち
上
げ
て
下
さ
っ
た
勉
強
会
の
活
動
体

制
（
女
性
グ
ル
ー
プ
及
び
女
性
専
用
施
設
） 

  

二
〇
一
一
年
四
月
三
日 

起
筆 

 

二
〇
一
一
年
四
月
二
十
五
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
九
月
七
日 

最
終
更
新
、
擱
筆 

 

二
〇
一
八
年
八
月
十
五
日 

更
新
再
開
、
現
状
に
合
わ
せ
て
概
要
を
更
新 

 

 

第
一
章 

概
要 

 
● 
「
岩
崎
純
一
さ
ん
の
お
話
を
聴
く
会
」、
「
岩
崎
純
一
さ
ん
に
会
い
た
い
会
」

（
後
身
は
「
続 

岩
崎
純
一
さ
ん
に
会
い
た
い
会
」）、「
岩
崎
純
一
さ
ん
と
の
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合
同
勉
強
会
」
は
、
私
自
身
で
は
な
く
、
他
の
皆
様
が
立
ち
上
げ
て
下
さ
っ

た
サ
ー
ク
ル
や
特
別
講
座
で
、
自
然
に
私
の
個
人
交
流
会
・
勉
強
会
に
編
入

さ
れ
た
も
の
で
す
。
個
人
交
流
会
・
勉
強
会
の
部
班
制
移
行
に
あ
た
っ
て
は
、

合
同
本
部
と
し
て
「
岩
崎
純
一
研
究
会
」
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
役
員
会
（
民

法
上
の
業
務
執
行
組
合
員
）
は
こ
れ
ら
の
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

● 

「
お
話
を
聴
く
会
」
、「
会
い
た
い
会
」
、「
合
同
勉
強
会
」
そ
の
も
の
は
、
女

性
専
用
ス
ペ
ー
ス
に
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
、
Ｄ
Ｖ
被
害
・
犯
罪
被
害
・
精
神

障
害
・
身
体
症
状
の
女
性
向
け
の
専
用
寮
の
共
用
ス
ペ
ー
ス
（
談
話
室
な
ど
）

に
岩
崎
を
招
聘
し
て
下
さ
る
形
式
で
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
の
観
点
か
ら
、
現
在
は
多
く
が
非
公
開
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

● 
 

そ
の
ほ
か
の
サ
ー
ク
ル
の
活
動
内
容
は
、
岩
崎
以
外
が
主
宰
の
も
の
も
含

め
て
、『
全
集
』
の
様
々
な
該
当
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
サ
ー
ク

ル
の
一
覧
は
、
本
巻
に
あ
り
ま
す
。 

● 
 

女
性
三
サ
ー
ク
ル
の
ご
参
加
者
向
け
の
お
知
ら
せ
は
、
活
動
場
所
（
大
学
、

サ
ー
ク
ル
会
場
、
女
性
寮
な
ど
）
の
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
も
ご
覧
下
さ
い
。 

● 
 

二
〇
一
六
年
以
降
、
こ
れ
ら
三
サ
ー
ク
ル
は
、
女
性
施
設
と
一
体
化
し
て

閉
鎖
的
な
性
質
を
帯
び
て
お
り
、
既
存
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
ま
た
は
岩
崎
所
長

の
直
接
の
紹
介
に
よ
る
参
加
を
除
い
て
は
、
新
規
参
加
は
大
変
難
し
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。
三
サ
ー
ク
ル
の
女
性
メ
ン
バ
ー
は
、
同
様
の
活
動
を
希
望
さ

れ
る
方
に
対
し
、
岩
崎
に
関
す
る
勉
強
会
等
を
別
途
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
岩
崎
か
ら
は
三
サ
ー
ク
ル
の
門
戸
開
放
を
要
請
し
、

議
論
を
続
け
て
い
ま
す
。 

 

 

第
二
章 

活
動
場
所 

  

コ
ン
フ
ィ
デ
ン
シ
ャ
ル
（
情
報
秘
匿
）
型
女
性
専
用
施
設
：
武
蔵
野
本
部 

 

メ
ン
バ
ー
の
巫
女
の
皆
様
が
所
属
す
る
神
社 

 

喫
茶
店
、
カ
フ
ェ 

 

代
表
部
・
部
班
代
表
者
の
私
宅 

 

大
学
で
の
講
義
・
ゼ
ミ
・
特
別
講
座
な
ど
と
し
て
実
施
し
た
場
合
、
そ
の
大

学 

 

外
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

 

な
ど 

● 
 

各
サ
ー
ク
ル
（
各
部
班
）
の
設
置
場
所
は
、
附
属
・
派
生
サ
ー
ク
ル
の
本

部
・
支
部
（
ご
協
力
者
）
へ
の
直
通
メ
ー
ル
一
覧
を
ご
覧
下
さ
い
。 

（
二
〇
一
八
年
八
月
十
五
日
追
記
：
現
在
、
直
通
メ
ー
ル
は
廃
止
。
女
性
局

へ
の
ご
連
絡
は
、IJ

A
I

の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
） 

 

 

第
三
章 

こ
れ
ま
で
の
活
動
記
録 

 

活
動
総
覧
に
あ
る
各
種
の
活
動
に
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
講
義
・
講
演
・
講
話
会
の
一
部
を
、『
全
集
』
の
第
一
巻
の
活
動
総
覧
や
第
十

巻
以
降
の
各
巻
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
参
照
下
さ
い
。 

 
第
七
部 

IJ
D

C

体
制
直
前
ま
で
の
部
班
制
移
行
計
画 



『岩崎純一全集』第二巻「序説、総記（二）」 

52 

 

（
女
性
グ
ル
ー
プ
側
及
び
女
性
専
用
施
設
側
か
ら
の
提
案
に
譲

歩
し
た
部
班
制
へ
の
改
組
計
画
） 

  

二
〇
一
一
年
四
月
三
日 

起
筆 

 

二
〇
一
一
年
四
月
二
十
五
日 

公
開 

 

二
〇
一
四
年
六
月
十
四
日 

起
筆 

 

二
〇
一
六
年
二
月
二
十
一
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
八
月
十
二
日 
更
新 

 

二
〇
一
七
年
九
月
二
十
八
日 
最
終
更
新
、
擱
筆 

 

二
〇
一
八
年
八
月
十
五
日 

更
新
再
開
、
現
状
に
合
わ
せ
て
概
要
を
更
新 

  
 
 

第
一
章 

概
要 

 

● 
 

現
在
のIJ

A
I

及
び
そ
の
女
性
局
が
編
制
さ
れ
る
ま
で
、
先
の
女
性
三
サ

ー
ク
ル
か
ら
、
別
個
に
活
動
し
て
き
た
附
属
・
派
生
サ
ー
ク
ル
の
部
班
制
へ

の
改
組
が
提
案
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
現
在
のIJ

A
I

及
び
女
性
局

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
過
去
の
改
組
案
は
、
第
二
巻
本
編
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
在
、
全
て
がIJ

A
I

所
属
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

● 
 

女
性
三
サ
ー
ク
ル
の
合
同
本
部
で
あ
っ
た
「
岩
崎
純
一
研
究
会
」
の
役
員

会
（
民
法
上
の
業
務
執
行
組
合
員
）
は
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
女
性
局
へ
と
移
行

し
、
引
き
続
き
「
岩
崎
純
一
さ
ん
の
お
話
を
聴
く
会
」（
後
身
は
「
続 

岩
崎

純
一
さ
ん
に
会
い
た
い
会
」
）、
「
岩
崎
純
一
さ
ん
と
の
合
同
勉
強
会
」
の
お

も
な
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  
 
 

第
二
章 

部
班
制
の
編
制 

 

【
凡
例
】 

■ 

部
班
制
移
行
後
の
部 

● 

現
在
の
サ
ー
ク
ル
名 

▼ 

代
表
者 

▼ 

副
代
表
者 

▼ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

▼ 

事
務
所
・
研
究
室
の
本
部
の
設
置
場
所 

▼ 

事
務
所
・
研
究
室
の
支
部
の
設
置
場
所 

▼ 

サ
ー
ク
ル
種
別 

▼ 

関
係
者
数 

▼ 

部
班
制
改
組
後
の
編
制 

  
 
 
 

現
在
の
ご
連
絡
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
と
宛
名 

 

■ 

総
代
表
岩
崎
純
一
及
び
岩
崎
純
一
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

 

▼ 

総
代
表
：
岩
崎
純
一 

▼ 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
： 

o
ffice

@
iw

a
sa

k
iju

n
ich

i.n
e
t

、iw
a
sa

k
i-j@

iw
a

sa
k

iju
n

ich
i.n

e
t 

▼ 

本
部
：
岩
崎
私
宅 
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▼ 

す
べ
て
（
の
サ
ー
ク
ル
）
は
こ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
岩
崎
の
本
家
本

元
の
サ
イ
ト
と
ブ
ロ
グ
群
で
す
。 

▼ 
一
名
（
岩
崎
純
一
） 

▼ 

そ
の
ま
ま
継
続 

 

■ 

代
表
部 

 

● 

代
表
班
（
岩
崎
純
一
の
個
人
交
流
会
・
勉
強
会
） 

・
・
・
以
前
か
ら
あ
る
以
下
の
岩
崎
関
連
サ
ー
ク
ル
の
お
も
な
開
催
者
で
構
成

予
定
で
す
。
本
会
の
総
務
を
担
い
ま
す
。 

▼ 

代
表
：
佐
々
美
世
子
、
上
野
紗
奈
、
伊
田
小
春
、
佐
々
木
愛
華 

▼ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
三
つ
の
女
性
サ
ー
ク
ル
の
ア
ド
レ
ス 

▼ 

本
部
：
岩
崎
私
宅 

▼ 

本
ペ
ー
ジ
の
ど
の
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
で
も
参
加
で
き
る
場
と
し
て
岩

崎
が
設
置
。
実
務
作
業
を
下
方
に
記
載
し
た
コ
ン
フ
ィ
デ
ン
シ
ャ
ル
（
情
報
秘

匿
）
型
特
殊
女
性
寮
の
メ
ン
バ
ー
が
担
当
予
定
。 

▼ 

約
四
十
名 

▼ 

各
部
班
に
再
編 

 

● 

岩
崎
純
一
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
情
報
交
換
班 

・
・
・
岩
崎
本
人
（
の
サ
イ
ト
）
と
の
情
報
交
換
の
場
で
す
。
岩
崎
を
研
究
し

て
い
る
別
々
の
大
学
の
研
究
者
や
学
生
と
の
仲
介
も
行
い
ま
す
。 

 

● 

岩
崎
純
一
さ
ん
の
お
話
を
聴
く
会 

・
・
・
岩
崎
に
つ
い
て
の
研
究
者
・
学
生
サ
ー
ク
ル
。
い
ず
れ
各
部
班
に
振
り

分
け
る
予
定
で
す
。（
母
体
：
東
京
大
学
学
生
、
大
妻
女
子
大
学
学
生
、
共
立
女

子
大
学
学
生
、
主
婦
、
社
会
人
女
性
） 

▼ 

主
催
：
佐
々
美
世
子
、
上
野
紗
奈
、
高
島
ひ
と
み 

▼ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：o

h
a
n

a
sh

i@
iw

a
sa

k
iju

n
ich

i.n
e
t 

▼ 

本
部
：
コ
ン
フ
ィ
デ
ン
シ
ャ
ル
（
情
報
秘
匿
）
型
特
殊
女
性
寮 

談
話
室 

▼ 

「
岩
崎
純
一
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」
オ
フ
会
（
交
流
会
・
勉
強
会
） 

→
 

学

術
サ
ー
ク
ル
に
移
行 

▼ 

約
十
名 

▼ 

代
表
部
、
図
書
部
、
通
信
シ
ス
テ
ム
部
、
コ
ン
フ
ィ
デ
ン
シ
ャ
ル
女
性
部 

 

● 

続 

岩
崎
純
一
さ
ん
に
会
い
た
い
会
」 

（「
岩
崎
純
一
さ
ん
に
会
い
た
い
会
」（
主
催
：
渡
辺
未
来
）
参
加
者
が
継
承
） 

・
・
・
岩
崎
に
つ
い
て
の
研
究
者
・
学
生
サ
ー
ク
ル
。
い
ず
れ
各
部
班
に
振
り

分
け
る
予
定
で
す
。（
母
体
：
東
京
藝
術
大
学
学
生
、
主
婦
、
社
会
人
女
性
） 

▼ 

主
催
：
上
野
紗
奈
、
曽
我
部
丹
佳
、
小
山
由
香 

▼ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：a

ita
i@

iw
a

sa
k

iju
n

ich
i.n

e
t 

▼ 

本
部
：
コ
ン
フ
ィ
デ
ン
シ
ャ
ル
（
情
報
秘
匿
）
型
特
殊
女
性
寮 

談
話
室 

▼ 

大
学
特
別
講
座 

→
 

学
術
サ
ー
ク
ル
に
移
行 

（
学
術
サ
ー
ク
ル
化
以
前
は
、「
岩
崎
純
一
さ
ん
に
会
い
た
い
会
」
と
し
て
東
京

藝
術
大
学
で
開
催
。） 

▼ 

約
十
名 
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▼ 

代
表
部
、
図
書
部
、
通
信
シ
ス
テ
ム
部
、
コ
ン
フ
ィ
デ
ン
シ
ャ
ル
女
性
部 

 
● 
岩
崎
純
一
さ
ん
と
の
合
同
勉
強
会 

・
・
・
岩
崎
に
つ
い
て
の
研
究
者
・
学
生
サ
ー
ク
ル
。
い
ず
れ
各
部
班
に
振
り

分
け
る
予
定
で
す
。（
母
体
：
大
妻
女
子
大
学
学
生
、
駒
沢
女
子
大
学
学
生
、
主

婦
、
社
会
人
女
性
） 

▼ 

主
催
：
伊
田
小
春
、
佐
々
木
愛
華 

▼ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：g

o
d

o
@

iw
a
sa

k
iju

n
ich

i.n
e
t 

▼ 

本
部
：
コ
ン
フ
ィ
デ
ン
シ
ャ
ル
（
情
報
秘
匿
）
型
特
殊
女
性
寮 

談
話
室 

▼ 

大
学
特
別
講
座 

→
 

学
術
サ
ー
ク
ル
に
移
行 

（
学
術
サ
ー
ク
ル
化
以
前
は
、
昭
和
女
子
大
学
・
大
妻
女
子
大
学
な
ど
で
開
催
。） 

▼ 

約
十
五
名 

▼ 

代
表
部
、
図
書
部
、
通
信
シ
ス
テ
ム
部
、
コ
ン
フ
ィ
デ
ン
シ
ャ
ル
女
性
部 

 

■ 

交
流
会
・
勉
強
会
支
援
部 

・
・
・
岩
崎
が
立
ち
上
げ
た
「
岩
崎
純
一
の
個
人
交
流
会
・
勉
強
会
」
を
手
伝

い
な
が
ら
、
こ
れ
を
母
体
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
全
サ
ー
ク
ル
を
掌
握
す
る
（
で

き
れ
ば
、
一
つ
に
ま
と
め
る
）
総
合
研
究
所
を
作
る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。 

 

■ 

図
書
部 

・
・
・
岩
崎
が
東
大
中
退
期
か
ら
二
十
代
に
か
け
て
収
集
し
た
骨
董
的
な
和
歌

や
言
語
学
の
古
書
、
精
神
疾
患
者
や
発
達
障
害
者
や
性
被
害
・D

V

被
害
女
性
た

ち
と
の
大
量
の
往
復
ノ
ー
ト
、
サ
イ
ト
・
ブ
ロ
グ
・
未
発
表
原
稿
の
全
文
章
な

ど
を
整
理
し
て
、
閲
覧
室
を
設
け
る
計
画
で
す
。 

 

■ 

通
信
シ
ス
テ
ム
部
（
岩
崎
純
一C

M
S

） 

 

▼ 

代
表
：
岩
崎
純
一 

▼ 

副
代
表
：
深
田
綾
乃
、
吉
川
り
せ 

▼ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：cm

s@
iw

a
sa

k
iju

n
ich

i.n
e
t 

▼ 

本
部
：
岩
崎
私
宅 

▼ 

支
部
：
メ
ン
バ
ー
私
宅 

▼ 

「
岩
崎
純
一
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」
を
稼
動
さ
せ
て
い
る
コ
ン
テ
ン
ツ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
開
発
の
継
続 

▼ 

五
名 

▼ 

通
信
シ
ス
テ
ム
部 

 

● 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
管
理
班 

・
・
・
こ
の
サ
イ
ト
を
管
理
運
営
し
ま
す
。 

 

● 

通
信
シ
ス
テ
ム
整
備
班 

・
・
・「
お
話
を
聴
く
会
」、「
会
い
た
い
会
」、「
合
同
勉
強
会
」
の
一
部
の
回
を

遠
隔
開
催
し
た
り
、「
岩
崎
式
日
本
語
」
を
使
用
し
て
い
る
性
被
害
・D

V

被
害

女
性
専
用
施
設
（
シ
ェ
ル
タ
ー
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
パ
ー
ト
、
女
子
寮
）
の
女
性

の
方
々
と
の
通
信
環
境
を
整
備
し
ま
す
。「
岩
崎
純
一C

M
S

」
も
利
用
し
ま
す
。 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
用
制
限
、
面
会
時
間
の
制
限
、
外
出
の
制
限
、
郵
送
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物
の
中
身
、
親
族
・
主
治
医
以
外
の
男
性
の
立
ち
入
り
の
制
限
が
あ
る
中
、「
言

語
共
同
体
」
や
「
総
合
学
術
サ
ー
ク
ル
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

 

■ 

コ
ン
フ
ィ
デ
ン
シ
ャ
ル
女
性
部
（
女
性
専
用
ウ
ェ
ブ
ス
ペ
ー
ス
） 

 

▼ 

代
表
：
長
谷
川
彩
、
鈴
木
優
子 

▼ 

補
佐
：
岩
崎
純
一 

▼ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：o

ffice
-c@

iw
a

sa
k

iju
n

ich
i.n

e
t 

▼ 

本
部
：
コ
ン
フ
ィ
デ
ン
シ
ャ
ル
（
情
報
秘
匿
）
型
特
殊
女
性
寮 

管
理
室 

▼ 

岩
崎
純
一
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通
じ
て
生
ま
れ
た
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
管
理
・
運
営
（
同
サ
イ
ト
内
）、
お
よ
び
、
精
神
障
害

や
特
殊
症
状
な
ど
の
女
性
（
が
入
居
す
る
女
性
寮
）
と
岩
崎
（
女
性
寮
の
勉
強

会
講
師
な
ど
）
と
の
交
流 

▼ 

約
三
十
名 

▼ 

代
表
部
、
図
書
部
、
通
信
シ
ス
テ
ム
部
、
コ
ン
フ
ィ
デ
ン
シ
ャ
ル
女
性
部 

 

● 

コ
ン
フ
ィ
デ
ン
シ
ャ
ル
女
性
第
一
班 

・
・
・
先
の
女
性
施
設
関
連
に
つ
い
て
の
シ
ス
テ
ム
関
連
以
外
の
手
助
け
を
行

い
ま
す
。 

 

● 

コ
ン
フ
ィ
デ
ン
シ
ャ
ル
女
性
第
二
班 

・
・
・
男
性
出
入
り
禁
止
の
施
設
で
の
岩
崎
に
つ
い
て
の
会
合
の
状
況
を
岩
崎

に
報
告
し
ま
す
。 

 

■ 

テ
ィ
ー
ル
ー
ム 

・
・
・
岩
崎
と
論
議
す
る
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
を
女
性
部
が
設
け
る
計
画
で
す
。 

 

■ 

人
文
社
会
学
部 

 

● 

岩
崎
人
間
学
研
究
会 

▼ 

主
宰
：
岩
崎
純
一 

▼ 

副
代
表
：
武
田
あ
さ
ゑ
、
江
波
戸
優
花
、
青
柳
香
織
、
高
橋
夕
花 

▼ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：n

in
g
e
n

g
a

k
u

@
iw

a
sa

k
iju

n
ich

i.n
e
t 

▼ 

本
部
：
岩
崎
私
宅 

▼ 

支
部
：
コ
ン
フ
ィ
デ
ン
シ
ャ
ル
（
情
報
秘
匿
）
型
特
殊
女
性
寮 

談
話
室 

▼ 

支
部
：
発
達
障
害
・
学
習
障
害
男
性
訓
練
施
設 

▼ 

言
語
学
・
哲
学
サ
ー
ク
ル 

▼ 

約
十
名 

▼ 

人
文
社
会
学
部 

岩
崎
人
間
学
・
哲
学
班 

 

● 

岩
崎
式
日
本
語
研
究
会 

▼ 

代
表
：
岩
崎
純
一 

▼ 

副
代
表
：
武
田
あ
さ
ゑ
、
江
波
戸
優
花
、
青
柳
香
織
、
高
橋
夕
花 

▼ 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：isre

la
n

g
s@

iw
a
sa

k
iju

n
ich

i.n
e
t 

▼ 
本
部
：
岩
崎
私
宅 

▼ 

支
部
：
コ
ン
フ
ィ
デ
ン
シ
ャ
ル
（
情
報
秘
匿
）
型
特
殊
女
性
寮 

談
話
室 
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▼ 

言
語
学
・
哲
学
サ
ー
ク
ル 

▼ 

約
十
名 

▼ 
人
文
社
会
学
部 

岩
崎
式
日
本
語
班 

 

● 

岩
崎
式
日
本
語
ペ
デ
ィ
ア 

▼ 

代
表
：
岩
崎
純
一 

▼ 

副
代
表
：
武
田
あ
さ
ゑ
、
江
波
戸
優
花
、
青
柳
香
織
、
高
橋
夕
花 

▼ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：isre

la
n

g
s@

iw
a
sa

k
iju

n
ich

i.n
e
t 

▼ 

本
部
：
岩
崎
私
宅 

▼ 

支
部
：
コ
ン
フ
ィ
デ
ン
シ
ャ
ル
（
情
報
秘
匿
）
型
特
殊
女
性
寮 

談
話
室 

▼ 

言
語
学
・
哲
学
サ
ー
ク
ル 

▼ 

約
十
名 

▼ 

人
文
社
会
学
部 

百
科
事
典
班 

 

● 

寿
羅
穂
里
阿
文
明
（
岩
崎
式
文
明
論
） 

▼ 

代
表
：
岩
崎
純
一 

▼ 

副
代
表
：
武
田
あ
さ
ゑ
、
江
波
戸
優
花
、
青
柳
香
織
、
高
橋
夕
花
、
吉
川

り
せ
、
道
満
幸
江 

▼ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：isre

la
n

g
s@

iw
a
sa

k
iju

n
ich

i.n
e
t 

▼ 

本
部
：
岩
崎
私
宅 

▼ 

支
部
：
岡
山
県
内
社
家
（
巫
女
宅
、
神
社
） 

▼ 

言
語
学
・
哲
学
サ
ー
ク
ル 

▼ 

約
十
名 

▼ 

人
文
社
会
学
部 

文
明
創
作
班 

 

● 

神
道
・
仏
教
研
究 

▼ 

主
宰
：
岩
崎
純
一 

▼ 

副
代
表
：
武
田
あ
さ
ゑ
、
江
波
戸
優
花
、
青
柳
香
織
、
高
橋
夕
花
、
吉
川

り
せ
、
道
満
幸
江 

▼ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：sh

in
to

-b
u

k
k

y
o
@

iw
a
sa

k
iju

n
ich

i.n
e
t 

▼ 

本
部
：
岩
崎
私
宅 

▼ 

支
部
：
岡
山
県
内
社
家
（
巫
女
宅
、
神
社
） 

▼ 

巫
女
と
岩
崎
に
よ
る
宗
教
・
言
語
学
・
哲
学
サ
ー
ク
ル 

▼ 

約
五
名 

▼ 

人
文
社
会
学
部 

神
道
・
仏
教
班 

 

● 

岩
崎
純
一
の
和
歌
集
『
新
純
星
余
情
和
歌
集
』
翻
訳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

▼ 

主
宰
：
岩
崎
純
一 

▼ 

副
主
宰
：
長
満
た
き
、
戸
井
留
子
、
青
柳
香
織 

▼ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：w

a
k

a
sh

u
@

iw
a
sa

k
iju

n
ich

i.n
e
t 

▼ 

本
部
：
岩
崎
私
宅 

▼ 

支
部
：
巫
女
私
宅 

▼ 

古
典
サ
ー
ク
ル 

▼ 
約
十
名 

▼ 
人
文
社
会
学
部 

和
歌
集
編
纂
班 
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● 

伝
統
和
歌
の
会 

余
情
会
（
共
感
覚
者
和
歌
の
会
を
吸
収
） 

▼ 

代
表
：
長
満
た
き
、
岩
崎
純
一 

▼ 
副
代
表
：
戸
井
留
子
、
青
柳
香
織 

▼ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：y

o
se

ik
a
i@

iw
a

sa
k

iju
n

ich
i.n

e
t 

▼ 

本
部
：
岩
崎
私
宅 

▼ 

支
部
：
巫
女
・
舞
妓
私
宅
、
神
社
社
務
所 

▼ 

古
典
サ
ー
ク
ル 

▼ 

約
十
名 

▼ 

人
文
社
会
学
部 

和
歌
会
班 

 

● 

大
日
本
帝
国
陸
軍
岡
山
歩
兵
第
十
連
隊
・
岡
山
近
衛
兵
将
校
子
孫
会
（
岡

将
会
） 

▼ 

代
表
：
岩
崎
純
一 

▼ 

副
代
表
：
道
満
幸
江
、
吉
川
り
せ 

▼ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：o

k
a
y
a

m
a

@
iw

a
sa

k
iju

n
ich

i.n
e
t 

▼ 

本
部
：
岩
崎
私
宅 

▼ 

支
部
：
岡
山
県
内
の
巫
女
・
舞
妓
私
宅
、
神
社
社
務
所 

▼ 

岡
山
郷
土
部
隊
研
究
サ
ー
ク
ル 

▼ 

約
五
名 

▼ 

人
文
社
会
学
部 

岡
山
県
・
近
衛
兵
軍
事
史
班 

 

■ 

自
然
科
学
部 

 

● 

岩
崎
純
一
の
共
感
覚
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

▼ 

代
表
：
岩
崎
純
一 

▼ 

副
代
表
：
小
野
薫
枝
、
樋
川
夜
涼 

▼ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：sy

n
a

e
sth

e
sia

@
iw

a
sa

k
iju

n
ich

i.n
e
t 

▼ 

本
部
：
岩
崎
私
宅 

▼ 

支
部
：
コ
ン
フ
ィ
デ
ン
シ
ャ
ル
（
情
報
秘
匿
）
型
特
殊
女
性
寮 

談
話
室 

▼ 

知
覚
・
神
経
科
学
サ
ー
ク
ル 

▼ 

約
五
名 

▼ 

自
然
科
学
部 

共
感
覚
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
班 

 

● 

日
本
共
感
覚
研
究
会
（
旧 

日
本
共
感
覚
関
連
動
向
調
査
会
） 

▼ 

会
長
：
岩
崎
純
一 

▼ 

副
代
表
：
山
本
幸
子
、
長
谷
川
美
咲 

▼ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：sy

n
a

e
sth

e
sia

@
iw

a
sa

k
iju

n
ich

i.n
e
t 

▼ 

本
部
：
岩
崎
私
宅 

▼ 

支
部
：
役
員
私
宅 

▼ 

知
覚
・
神
経
科
学
・
薬
物
犯
罪
調
査
・
児
童
虐
待
調
査
サ
ー
ク
ル 

▼ 

約
十
名 

▼ 

自
然
科
学
部 

共
感
覚
関
連
動
向
調
査
班 

 
● 
超
音
波
知
覚
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
東
京 

▼ 
代
表
：
岩
崎
純
一 

▼ 

副
代
表
：
深
田
綾
乃
、
樋
川
夜
涼 



『岩崎純一全集』第二巻「序説、総記（二）」 

58 

 

▼ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：ch

o
o
n

p
a

@
iw

a
sa

k
iju

n
ich

i.n
e
t 

▼ 

本
部
：
岩
崎
私
宅 

▼ 
支
部
：
メ
ン
バ
ー
私
宅 

▼ 

知
覚
・
音
声
学
・
音
饗
学
サ
ー
ク
ル
、
都
内
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

▼ 

約
十
名 

▼ 

自
然
科
学
部 
音
声
学
・
物
理
学
研
究
班 

 

■ 

精
神
・
発
達
・
行
動
部 

 

▼ 

代
表
：
岩
崎
純
一 

▼ 

副
代
表
：
佐
々
美
世
子
、
上
野
紗
奈
、
伊
田
小
春
、
佐
々
木
愛
華
、
高
島

ひ
と
み
、
小
山
由
香
、
江
波
戸
優
花
、
青
柳
香
織 

▼ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：se

ish
in

@
iw

a
sa

k
iju

n
ich

i.n
e
t 

▼ 

本
部
：
岩
崎
私
宅 

▼ 

支
部
：
コ
ン
フ
ィ
デ
ン
シ
ャ
ル
（
情
報
秘
匿
）
型
特
殊
女
性
寮 

談
話
室 

▼ 

支
部
：
発
達
障
害
・
学
習
障
害
男
性
訓
練
施
設 

▼ 

精
神
病
理
学
・
精
神
疾
患
研
究
サ
ー
ク
ル
、
各
種
施
設
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク ▼ 

ご
協
力
者
約
二
百
名
。
う
ち
約
三
十
名
が
各
サ
ー
ク
ル
に
分
散
所
属 

▼ 

精
神
・
発
達
・
行
動
部
（IC

D

・D
S

M

の
名
称
ご
と
に
便
宜
的
に
班
分
け

す
る
） 

 

● 

統
合
失
調
症
班 

・
・
・
交
流
会
・
勉
強
会
で
岩
崎
の
も
と
に
集
ま
っ
て
下
さ
っ
た
該
当
の
方
々

と
の
交
流
を
行
い
ま
す
。 

 

● 

気
分
障
害
班 

・
・
・
交
流
会
・
勉
強
会
で
岩
崎
氏
の
も
と
に
集
ま
っ
た
該
当
の
方
々
と
の
交

流
を
行
い
ま
す
。 

 

● 

不
安
障
害
・
恐
怖
症
・
強
迫
性
障
害
・P

T
S

D

班 

・
・
・
交
流
会
・
勉
強
会
で
岩
崎
の
も
と
に
集
ま
っ
て
下
さ
っ
た
該
当
の
方
々

と
の
交
流
を
行
い
ま
す
。 

 

● 

身
体
表
現
性
障
害
班 

・
・
・
交
流
会
・
勉
強
会
で
岩
崎
の
も
と
に
集
ま
っ
て
下
さ
っ
た
該
当
の
方
々

と
の
交
流
を
行
い
ま
す
。 

 

● 

解
離
性
障
害
班 

・
・
・
交
流
会
・
勉
強
会
で
岩
崎
の
も
と
に
集
ま
っ
て
下
さ
っ
た
該
当
の
方
々

と
の
交
流
を
行
い
ま
す
。 

 

● 

適
応
障
害
班 

・
・
・
交
流
会
・
勉
強
会
で
岩
崎
の
も
と
に
集
ま
っ
て
下
さ
っ
た
該
当
の
方
々

と
の
交
流
を
行
い
ま
す
。 
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● 

摂
食
障
害
班 

・
・
・
交
流
会
・
勉
強
会
で
岩
崎
の
も
と
に
集
ま
っ
て
下
さ
っ
た
該
当
の
方
々

と
の
交
流
を
行
い
ま
す
。 

 

● 

睡
眠
障
害
班 

・
・
・
交
流
会
・
勉
強
会
で
岩
崎
の
も
と
に
集
ま
っ
て
下
さ
っ
た
該
当
の
方
々

と
の
交
流
を
行
い
ま
す
。 

 

● 

性
関
連
障
害
班 

・
・
・
交
流
会
・
勉
強
会
で
岩
崎
の
も
と
に
集
ま
っ
て
下
さ
っ
た
該
当
の
方
々

と
の
交
流
を
行
い
ま
す
。 

 

● 

人
格
（
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
）
障
害
班 

・
・
・
交
流
会
・
勉
強
会
で
岩
崎
の
も
と
に
集
ま
っ
て
下
さ
っ
た
該
当
の
方
々

と
の
交
流
を
行
い
ま
す
。 

 

● 

知
的
障
害
班 

・
・
・
交
流
会
・
勉
強
会
で
岩
崎
の
も
と
に
集
ま
っ
て
下
さ
っ
た
該
当
の
方
々

と
の
交
流
を
行
い
ま
す
。 

 

● 

発
達
障
害
・
学
習
障
害
班 

・
・
・
交
流
会
・
勉
強
会
で
岩
崎
の
も
と
に
集
ま
っ
て
下
さ
っ
た
該
当
の
方
々

と
の
交
流
を
行
い
ま
す
。 

  
 

第
八
部 

岩
崎
純
一
関
連
学
術
グ
ル
ー
プ
・
サ
ー
ク
ル
の
変
遷
表 

  

二
〇
一
七
年
六
月
十
日 

起
筆 

 

二
〇
一
八
年
七
月
十
六
日 

最
終
更
新 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

  
 

第
九
部 

よ
く
あ
る
ご
質
問
と
回
答 

  

二
〇
一
四
年
六
月
十
四
日 

起
筆 

 

二
〇
一
六
年
二
月
二
十
一
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
九
月
二
十
三
日 

最
終
更
新 

 

▼ 

Q. 

岩
崎
さ
ん
は
ど
こ
か
の
先
生
で
す
か
？ 

岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
は

ど
こ
か
の
大
学
の
組
織
で
す
か
？ 

（
類
似
の
ご
質
問
の
中
か
ら
一
例
を
挙
げ
、
原
文
マ
マ
） 

 

● 

A. 

私
（
岩
崎
純
一
）
は
、
仕
事
を
別
に
持
つ
在
野
の
個
人
研
究
者
で
、

サ
イ
ト
上
に
あ
る
ほ
と
ん
ど
の
学
術
・
芸
術
活
動
は
、
副
業
（
以
前
は
個
人

事
業
）
と
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

私
は
主
に
、
現
行
の
学
校
教
育
法
や
教
育
基
本
法
と
は
異
な
る
、
温
故
知

新
の
学
術
世
界
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
（
学
生
当
時
、
自
分
に
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と
っ
て
は
物
足
り
な
い
と
思
え
た
）
東
京
大
学
教
養
学
部
を
中
退
し
、
東
大

を
は
じ
め
と
す
る
お
よ
そ
五
十
の
大
学
の
教
員
・
学
生
や
一
般
国
民
・
市
民

の
方
々
に
既
存
の
教
育
界
・
教
育
制
度
の
外
側
か
ら
学
術
研
究
や
講
義
を
提

供
し
て
い
る
、
在
野
の
個
人
研
究
者
で
す
。 

岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
と
は
、
岩
崎
の
屋
号
で
あ
り
、
ど
の
大
学
や
法
人

組
織
に
も
属
さ
な
い
、
自
立
し
た
任
意
団
体
や
民
法
上
の
組
合
、
サ
ー
ク
ル

の
複
合
体
で
す
。 

現
在
の
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
の
学
術
活
動
を
岩
崎
の
私
費
と
個
人
支
援
者

の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
大
学
（
教
員
・

学
生
）
や
研
究
機
関
に
講
師
と
し
て
お
呼
び
い
た
だ
き
、
講
義
・
ゼ
ミ
・
勉

強
会
な
ど
を
実
施
・
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
あ
る
い
は
、
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
型
の
女
性
寮
に
お
呼
び
い
た
だ
き
、
勉
強
会
な
ど
を
実
施
・
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

   


